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５
月
27
日
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
５
」

が
全
国
一
斉
に
開
催
さ
れ
、
今
年
で
６
度
目

の
参
加
と
な
り
３
連
勝
中
の
赤
磐
市
は
、
初

参
加
の
千
葉
県
い
す
み
市
と
対
戦
し
ま
し
た
。

チャレンジデー2015
in あかいわ

CHALLENGEDAY 2015 IN AKAIWA
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市
内
各
地
で
、
朝
早
く
か
ら
多
く
の
人
が

運
動
に
取
り
組
み
、
ラ
ジ
オ
体
操
や
ジ
ョ
ギ

ン
グ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
を
す
る
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
デ
ー
に
合
わ
せ
て
公
民
館
で
は
ダ
ン

ス
体
験
や
卓
球
体
験
が
開
催
さ
れ
、
町
内
会

や
店
舗
、
企
業
な
ど
で
は
、
清
掃
活
動
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
企
画
に
多
く
の
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
気
温
30
度
を
超
す
真
夏
日
と

な
り
ま
し
た
が
、
学
校
・
園
で
は
、
子
ど
も

た
ち
が
元
気
に
運
動
場
を
走
り
回
り
、
昨
年

に
引
き
続
き
岡
山
シ
ー
ガ
ル
ズ
の
メ
ン
バ
ー

が
参
加
す
る
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
や
空
き
缶
積

み
上
げ
大
会
で
も
、
皆
さ
ん
運
動
を
楽
し
ん

で
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

午
後
９
時
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
の
終
了
を

迎
え
た
後
、
参
加
者
数
の
集
計
を
行
っ
た
結

果
、
参
加
者
は
２
万
１
６
６
８
人
で
、
参
加

率
は
48
・
４
㌫
を
記
録
し
、
参
加
率
21
・
４

㌫
の
い
す
み
市
に
勝
利
し
ま
し
た
。

　

運
動
を
実
施
し
て
く

だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

デ
ー
へ
の
参
加
を
き
っ

か
け
に
、
普
段
か
ら
運

動
す
る
習
慣
と
し
、
健

康
づ
く
り
・
体
力
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
。

最　終　結　果

参加率
赤磐市 いすみ市

48.4％ 21.4％
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特定健診を
   受けましょう

❶
日
常
の
生
活
習
慣
が

　
大
切
で
す

不
規
則
な
生
活
習
慣
は
、
生
活
習
慣
病
の
危
険
因
子
を
誘
発
し
ま
す
。

し
か
も
、
自
覚
症
状
が
な
い
た
め
、
そ
の
危
険
因
子
が
さ
ら
に
危
険
な

命
に
か
か
わ
る
生
活
習
慣
病
へ
と
悪
化
し
て
い
き
ま
す
。

不規則な生活習慣

特
に
内
臓
に
脂
肪
が
つ
く

内
臓
脂
肪
型
肥
満
を
放

っ
て
お
く
と
、
高
血
圧
・

動
脈
硬
化
・
糖
尿
病
な
ど
の

危
険
性
が
ア
ッ
プ
！

肥
満
症

日
本
人
に
多
い
症
状
。

心
臓
へ
負
担
が
か
か
り
、

血
管
が
傷
む
た
め
、放
っ

て
お
く
と
脳
卒
中
や
心
臓
病

な
ど
に
つ
な
が
る
。

高
血
圧
症

血
液
中
の
善
玉
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
が
少
な
く
、
悪
玉

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
多

い
状
態
の
こ
と
。
放
っ
て
お
く

と
動
脈
硬
化
が
進
む
。

脂
質
異
常
症

放
っ
て
お
く
と
、
糖
尿
病

と
な
り
、さ
ら
に
は
腎
障

害
や
失
明
に
つ
な
が
る
。

高
血
糖
症

メタボリックシンドローム（メタボ）へ突入
（内臓脂肪症候群）

メタボを育てる内臓脂肪は生活習慣病の生みの親！？
特定健診でメタボに着目するのはなぜ？

この内臓脂肪こそが、高血圧・脂質異常・高血糖を引き起こすホルモンを多く分泌し、そ
れが動脈硬化・脳卒中・心筋梗塞などといった命にかかわる生活習慣病を発症する大き
な要因となります。そのため、メタボに着目すると、生活習慣病の発症リスクが高い人を
見つけやすいのです。

特定健診はメタボリックシンドロームをはじめとする
生活習慣病を発見できる健診です。

岡
山
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ハ
レ
ル
ン
」　

続けていると

さらに進むと
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集団健診で
心電図と眼底検査が
追加になりました。

❷
特
定
健
診
で
健
康
チ
ェッ
ク
を
！

〈
市
の
健
診
が
変
わ
り
ま
す
！
〉

◆
特
定
健
診

　

今
年
度
か
ら
、
集
団
健
診
の
項
目
に

心
電
図
・
眼
底
検
査
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

・
対
象
／
40
歳
以
上
75
歳
未
満
の
赤
磐

市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

　

市
か
ら
健
診
の
案
内
を
６
月
末
に
郵

送
。

・
料
金
／
集
団
健
診
１
３
０
０
円
、個
別

健
診
１
７
０
０
円

・
検
査
内
容
／
問
診
、
身
体
計
測
、
診

察
、
尿
検
査
、
血
液
検
査

　

心
電
図
、眼
底
検
査
（
個
別
健
診
で
は

医
師
の
判
断
に
よ
り
追
加
で
行
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
）

　

医
師
の
判
断
に
よ
り
貧
血
検
査
を
追

加
で
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
実
施
期
間
／
集
団
健
診　

10
月
～
11

月
、
個
別
健
診 

７
月
～
12
月

※
個
別
健
診
の
実
施
医
療
機
関
と
集
団

健
診
の
日
程
は
、受
診
券
と
一
緒
に
郵

送
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
後
期
高
齢
者
健
診

　
今
年
度
か
ら
医
療
機
関
で
受
診
す
る

個
別
健
診
に
変
わ
り
ま
す
。

・
対
象
／
75
歳
以
上
の
人

　

市
か
ら
健
診
の
案
内
を
６
月
末
に
郵

送
。

・
料
金
／
８
０
０
円

・
検
査
内
容
／
問
診
、
身
体
計
測
、
診

察
、
尿
検
査
、
血
液
検
査
な
ど

・
実
施
期
間
／
７
月
～
12
月

※
個
別
健
診
の
実
施
医
療
機
関
の
一
覧

表
は
、受
診
券
と
一
緒
に
郵
送
し
ま
す

の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

生
活
習
慣
病
に
つ
い
て
は
、
特
定
健
診

後
も
引
き
続
き
、
生
活
習
慣
の
見
直
し

と
病
気
の
重
症
化
予
防
が
大
切
で
す
。

❸
重
症
化
の
予
防

　
を
し
ま
し
ょ
う

◆
メ
タ
ボ
と
判
定
さ
れ
な
か
っ
た
人
は
…

　

特
定
健
診
を
一
度
受
け
た
だ
け
で
安
心

せ
ず
、引
き
続
き
毎
年
受
け
て
体
の
状
態
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◆
メ
タ
ボ
と
判
定
さ
れ
た
人
は
…

　

ま
ず
は
特
定
保
健
指
導
を
受
け
て
、生
活

習
慣
を
改
善
し
ま
し
ょ
う
。指
導
期
間
が
終

了
し
て
も
、引
き
続
き
毎
年
特
定
健
診
を
受

け
て
、体
の
状
態
と
生
活
習
慣
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
病
気
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

◆
す
で
に
治
療
中
の
人
、

　
病
気
を
早
期
発
見
で
き
た
人
は
…

　

医
師
の
指
示
ど
お
り
に
治
療
を
受
け
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、引
き
続
き
毎
年
特
定
健

診
を
受
け
て
症
状
を
確
認
し
、病
気
の
重
症

化
の
予
防
を
し
ま
し
ょ
う
。

年
に
一
度
は
特
定
健
診
を
受
け
て
、自
分
の

健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
！

■
問
い
合
わ
せ
先

〈
特
定
健
診
受
診
券
〉

・
本
庁
市
民
課
国
保
年
金
班

　

☎（
９
５
５
）１
１
１
３

・
赤
坂
支
所
市
民
生
活
課

　

☎（
９
５
７
）４
８
２
１

・
熊
山
支
所
市
民
生
活
課

　

☎（
９
９
５
）１
２
１
４

・
吉
井
支
所
市
民
生
活
課

　

☎（
９
５
４
）１
１
８
３

〈
健
診・保
健
指
導
〉

・
本
庁
健
康
増
進
課

　

☎（
９
５
５
）１
１
１
７

・
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎（
９
５
７
）４
８
２
２

・
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎（
９
９
５
）１
２
９
３

・
吉
井
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎（
９
５
４
）１
３
７
４
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

マ
イ
ナ
ち
ゃ
ん

 

1 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
何
の
た
め
に

　

  

導
入
さ
れ
る
の
で
す
か
？

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
社
会
保
障
・
税
番
号
）

は
、
各
機
関
が
管
理
す
る
個
人
情
報
が
同

じ
人
の
情
報
で
あ
る
こ
と
を
正
確
か
つ
ス

ム
ー
ズ
に
確
認
す
る
た
め
の
基
盤
に
な
る

も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
国
や
地
方
公
共
団
体
で
分
散

管
理
す
る
情
報
の
連
携
が
ス
ム
ー
ズ
に
な

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
し

ま
す
。

①
公
平
・
公
正
な
社
会
の
実
現

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
活
用
に
よ
り
、
所
得

や
他
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
受
給
状
況
を

把
握
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

・
負
担
を
不
当
に
免
れ
る
こ
と
や
不
正
な

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が

始
ま
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
社
会
保
障
・
税
番
号
）
と
は
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が
持
つ

12
桁
の
番
号
の
こ
と
で
す
。
国
の
行
政
機
関
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
で
社
会

保
障
、
税
、
災
害
対
策
の
分
野
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

受
給
の
防
止
に
役
立
ち
ま
す
。

・
本
当
に
困
っ
て
い
る
人
へ
の
き
め
細
か

な
支
援
が
で
き
ま
す
。

②
国
民
の
利
便
性
の
向
上

・
年
金
や
福
祉
な
ど
の
申
請
時
に
、
用
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
書
類
が
減
り
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
行
政
手
続
き
も
簡

素
化
さ
れ
、
国
民
の
負
担
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

・
行
政
機
関
に
あ
る
自
分
の
情
報
を
確

認
し
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
お
知
ら
せ
を
受
け
取
る
こ
と
が
ス

ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

③
行
政
の
効
率
化

・
行
政
事
務
が
効
率
化
さ
れ
、
国
民
の
行

政
ニ
ー
ズ
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

・
被
災
者
台
帳
の
作
成
な
ど
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
迅
速
な
行

政
支
援
が
期
待
で
き
ま
す
。

2 

番
号
は
い
つ
、ど
の
よ
う
に

　

 

通
知
さ
れ
ま
す
か
？ 

　

今
年
10
月
か
ら
、
住
民
票
を
有
す
る
全

て
の
人
に
、
12
桁
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
通

知
さ
れ
ま
す
。
外
国
籍
で
も
住
民
票
の
あ

る
人
は
対
象
で
す
。
原
則
と
し
て
、
住
民

票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
住
所
あ
て
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
「
通
知
カ
ー
ド
」

が
送
付
さ
れ
ま
す
。
住
民
票
の
住
所
と
異

な
る
と
こ
ろ
に
お
住
ま
い
の
人
は
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
一
生
使
う
も
の
で

す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
漏
え
い
し
て
、
不

正
に
使
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
を
除

い
て
、
一
生
変
更
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
大

切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

3 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

　

 

必
要
な
の
は
、い
つ
？ 

　

平
成
28
年
１
月
か
ら
、
社
会
保
障
、
税
、

災
害
対
策
の
行
政
手
続
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば

①
年
金
を
受
給
し
よ
う
と
す
る
と
き
年

金
事
務
所
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
提
示

②
健
康
保
険
に
加
入
し
よ
う
と
す
る

と
き
に
健
康
保
険
組
合
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
提
示

③
毎
年
６
月
に
児
童
手
当
の
現
況
届

を
出
す
と
き
に
市
町
村
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
提
示

④
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の

確
定
申
告
を
す
る
と
き
に
税
務
署

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
提
示

⑤
税
や
社
会
保
障
の
手
続
き
で
、
勤

務
先
や
金
融
機
関
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
提
示

と
い
っ
た
場
面
で
使
用
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
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マイナンバー制度のお問い合わせは

0570-20-0
マ

1
イ

7
ナ ン

8
バ ー

（全国共通ナビダイヤル）
平日 午前9時30分〜午後5時30分（土日祝日・年末年始を除く）
※お掛け間違えのないよう、くれぐれもご注意ください。
※ナビダイヤルは通話料がかかります。
※英語・中国語・韓国語・スペイン語・ポルトガル語対応は、0570-20-0291におかけください。
※一部IP電話などで上記ダイヤルに繋がらない場合は、050-3816-9405におかけください。

＜ホームページ＞ http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/index.html

（表面）

（裏面）

個人番号カード

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
社
会
保
障
、
税
、
災

害
対
策
分
野
の
中
で
も
、
法
律
や
自
治
体

の
条
例
で
定
め
ら
れ
た
行
政
手
続
で
し
か

使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を

通
じ
た
各
機
関
の
情
報
連
携
は
、
国
は
平

成
29
年
１
月
以
降
、
地
方
公
共
団
体
は
平

成
29
年
７
月
以
降
、
順
次
始
ま
り
ま
す
。

情
報
連
携
に
よ
り
、
申
請
時
の
課
税
証
明

書
な
ど
の
添
付
省
略
な
ど
、
国
民
の
負
担

軽
減
・
利
便
性
向
上
が
実
現
し
ま
す
。

4 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
他
人
に

　

 

提
供
し
て
も
よ
い
の
で
す
か
？ 

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ

た
目
的
以
外
に
む
や
み
に
他
人
に
提
供
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
他
人
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
不
正
に
入
手
し
た
り
、
他
人
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取
り
扱
う
人
が
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
含
む
特
定
個
人
情
報
を
他
人
に

不
当
に
提
供
し
た
り
す
る
と
処
罰
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

5 

個
人
情
報
が
外
部
に
漏
れ
る

　

 

お
そ
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

  

　

個
人
情
報
が
外
部
に
漏
れ
る
の
で
は
な

い
か
、
他
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
な
り
す

ま
し
が
起
こ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
っ

た
懸
念
の
声
も
あ
り
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
安
心
・
安
全
に
ご
利
用
い
た
だ
く

た
め
、
制
度
面
と
シ
ス
テ
ム
面
の
両
方
か

ら
個
人
情
報
を
保
護
す
る
た
め
の
措
置
を

講
じ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
を
使
っ
て
自
分
の
個
人
情
報
を
い

つ
、
誰
が
、
な
ぜ
や
り
と
り
し
た
の
か
、

ご
自
身
で
確
認
し
て
い
た
だ
け
る
手
段
と

し
て
、
平
成
29
年
１
月
か
ら
個
人
ご
と
の

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
（
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
）

が
運
用
開
始
予
定
で
す
。

6 
個
人
番
号
カ
ー
ド
と
は

　

 
何
で
す
か
？ 

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
「
通
知
カ
ー
ド
」

と
は
異
な
り
、
本
人
の
申
請
に
よ
り
平
成

28
年
１
月
以
降
、
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
に
は
、
表
面
に
氏
名
、

住
所
、
生
年
月
日
、
性
別
と
本
人
の
顔
写

真
が
表
示
さ
れ
、
裏
面
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
記
載
さ
れ
ま
す
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
①
本
人
確
認
の

た
め
の
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
る

と
と
も
に
、
②
カ
ー
ド
に
搭
載
さ
れ
る
Ｉ

Ｃ
チ
ッ
プ
や
電
子
証
明
書
を
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、e-T

ax

を
は
じ
め
、
各
種
電

子
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
は
カ
ー
ド
の
裏
面
に
記
載
さ
れ

ま
す
が
、
法
律
で
認
め
ら
れ
た
場
合
を
除

き
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
裏
面
を
コ
ピ
ー

す
る
こ
と
な
ど
は
法
律
違
反
に
な
る
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
は
、
券
面
に
書

か
れ
て
い
る
情
報
の
ほ
か
、
電
子
申
請
の

た
め
の
電
子
証
明
書
が
記
録
さ
れ
ま
す

が
、
所
得
の
情
報
や
病
気
の
履
歴
な
ど
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
性
の
高
い
個
人
情
報
は
記

録
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
個
人
番
号

カ
ー
ド
か
ら
全
て
の
個
人
情
報
が
分
か
っ

て
し
ま
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

7 

法
人
番
号
と
は
何
で
す
か
？ 

　

法
人
に
も
13
桁
の
法
人
番
号
が
指
定
さ

れ
、
広
く
公
開
さ
れ
ま
す
。
個
人
番
号
と

異
な
り
、
官
民
問
わ
ず
自
由
に
利
用
で
き

ま
す
。

広報あかいわ（平成27年7月号）7
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い
ざ
と
い
う
と
き
に
大
切
な

人
の
大
切
な
命
を
救
う
こ
と
が

で
き
る
の
は
そ
ば
に
居
る
あ
な

た
で
す
！

　

心
臓
が
止
ま
っ
た
と
き
に
有

効
な
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
や
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
方
法
、
そ
の
他

ケ
ガ
に
対
す
る
適
切
な
応
急
手

当
て
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
説

明
し
ま
す
。
年
齢
や
性
別
は
問

い
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
受
講
希
望
者
が
少
数
の
場
合

は
や
む
を
得
ず
中
止
と
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
７
月
26
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
正
午

■
場
所
／
赤
磐
市
消
防
本
部 

会

議
室

■
受
講
人
数
／
10
人
程
度

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
期
限
／
７
月
17
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
消
防

本
部
警
防
課
救
急
係

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
防
災
士

養
成
研
修
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

防
災
士
と
は
、
自
助
・
互
助
・

協
働
を
原
則
と
し
て
、
防
災
の

意
識
・
知
識
・
技
能
を
持
っ
て

い
る
と
認
め
ら
れ
た
人
で
、
社

会
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
減
災
と

社
会
の
防
災
力
向
上
の
た
め
の

活
動
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
齢
・
性
別
を
問
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
受
講
に
際
し
て
市
内

在
住
の
人
は
30
人
に
限
り
補
助

制
度
が
あ
り
ま
す
。
申
込
方
法

な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
９
月
５
日
㈯
〜
６
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
７
時

■
場
所
／
中
央
公
民
館

■
定
員
／
１
０
０
人
（
先
着
順
）

■
受
講
料
／
６
０
，
９
２
０
円

（
補
助
制
度
あ
り
）

■
申
込
期
限
／
７
月
31
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

く
ら
し
安
全
課

■電話番号一覧 ※情報ボックス・コラム内でお知らせする市役所関係の電話番号は下記のとおりです。

●本庁代表…………………☎ 955-1111

　▷くらし安全課…………☎ 955-2650

　▷税務課市民税班………☎ 955-0951

　▷市民課市民サービス班…☎ 955-1112

　▷市民課国保年金班……☎ 955-1113

　▷協働推進課……………☎ 955-1114

　▷社会福祉課……………☎ 955-1115

　▷子育て支援課…………☎ 955-2635

　▷健康増進課……………☎ 955-1117

　▷介護保険課地域包括支援センター…☎ 955-1470

　▷農林課…………………☎ 955-6174

　▷商工観光課……………☎ 955-6175

　▷建設課…………………☎ 955-1486

　▷エコプラザあかいわ… ☎ 955-1560

●赤坂支所代表……………☎ 957-2222

　▷健康福祉課……………☎ 957-4822

　▷産業建設課……………☎ 957-4824

●熊山支所代表……………☎ 995-1211

　▷健康福祉課……………☎ 995-1293

　▷産業建設課……………☎ 995-1217

●吉井支所代表……………☎ 954-1111

　▷健康福祉課……………☎ 954-1374

　▷産業建設課……………☎ 954-1319

●教育委員会
　▷社会教育課……………☎ 955-0783

　▷山陽郷土資料館………☎ 955-0710

●消防本部…………………☎ 955-2244

　▷警防課救急係…………☎ 955-2254

　▷消防署東出張所………☎ 995-0987

　▷消防署北出張所………☎ 954-0760

●
募
集

救
命
講
習
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

救
命
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
！

●
募
集

防
災
士
養
成
講
座

受
講
者
募
集

　

求
職
者
支
援
訓
練
と
は
、
雇

用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
求
職

中
の
人
な
ど
を
対
象
に
、
全
国

の
民
間
教
育
訓
練
機
関
が
実
施

す
る
「
就
職
」
を
目
的
と
し
た

公
的
な
職
業
訓
練
で
す
。

　

今
回
、
８
月
か
ら
９
月
に
開

講
す
る
各
コ
ー
ス
の
受
講
者
を

順
次
、
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
科
／
基
礎
コ
ー
ス
・
実

践
コ
ー
ス
（
介
護
福
祉
、
医

療
事
務
、
事
務
分
野
な
ど
）

※
開
講
日
、
訓
練
期
間
（
３
〜

６
カ
月
）
な
ど
は
コ
ー
ス
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

■
受
講
料
／
原
則
無
料
（
テ
キ

ス
ト
代
な
ど
は
自
己
負
担
）

※
一
定
の
要
件
（
収
入
・
資
産

な
ど
）
を
満
た
す
人
に
は
、

「
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
（
月

10
万
円
＋
交
通
費
〈
所
定
の

額
〉）」
が
支
給
さ
れ
る
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。
所
定
の
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
和
気

　
☎
０
８
６
９（
９
３
）１
１
９
１

■
職
種
・
採
用
人
員
／
看
護
職

員 

若
干
名

※
正
規
職
員
の
身
分
は
地
方
公

務
員
で
、
柵
原
吉
井
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
組
合
の
所
属

と
な
り
ま
す
。
勤
務
は
日
勤

で
、
早
出
と
遅
出
の
交
代
制

で
す
。

■
受
験
資
格
／
平
成
５
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、

看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
免

許
を
有
す
る
人

■
提
出
書
類
／
所
定
の
試
験
申

込
書
お
よ
び
履
歴
書

※
所
定
の
用
紙
を
吉
井
川
荘
に

取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
（
郵

送
可
）。

■
申
込
期
限
／
７
月
10
日
㈮

※
当
日
消
印
有
効

■
試
験
日
／
７
月
下
旬
予
定

■
試
験
内
容
／
書
類
選
考
・
作

文
・
面
接

■
問
い
合
わ
せ
先

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
吉
井
川
荘

　
〒
７
０
８︲

１
５
２
３

　
久
米
郡
美
咲
町
吉
ヶ
原
８
３
８

　
☎
０
８
６
８（
６
２
）１
２
７
７

●
募
集

求
職
者
支
援
訓
練

受
講
者
募
集

●
募
集

８
月
１
日
採
用
予
定

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

吉
井
川
荘
正
規
職
員
募
集
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◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、8ページの電話番号一覧をご覧ください。

情
報
ボ
ッ
ク
ス

コ
ラ
ム

ス
ポ
ー
ツ

カ
レ
ン
ダ
ー

公
民
館

図
書
館

市
政
情
報

　

脳
の
健
康
維
持
、
認
知
症
予
防
を
目
的
と
し
た
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
読
み
書
き
（
音
読
）・
簡
単
な
計
算
を
継
続
し
て
学
習

す
る
と
、
脳
の
前
頭
前
野
が
活
性
化
さ
れ
高
齢
者
の
認
知
症
予

防
に
効
果
が
あ
る
と
い
う
東
北
大
学
川
島
教
授
の
研
究
成
果
を

活
用
し
た
教
材
を
使
い
学
習
を
行
い
ま
す
。
一
緒
に
楽
し
く
学

習
し
て
脳
を
鍛
え
ま
せ
ん
か
？

●
対
象
／
独
力
で
教
室
に
通
え

る
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で

毎
週
１
回
の
学
習
教
室
参
加

と
毎
日
10
分
程
度
の
自
宅
学

習
が
可
能
な
人

●
学
習
期
間
／
９
月
か
ら
平
成

28
年
２
月
ま
で
の
６
カ
月
間
（
毎
週
金
曜
日
）

●
時
間
／
午
前
９
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で
の
間
の
45
分
程
度

●
場
所
／
中
央
公
民
館
３
階
展
示
講
座
室

●
定
員
／
30
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費
／
月
額
２
２
６
０
円
（
教
材
費
実
費
と
し
て
）

●
申
込
期
限
／
８
月
７
日
㈮

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁
介
護
保
険
課
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

「
い
き
い
き
脳
の
健
康
教
室
」

 

学
習
者
募
集

認
知
症
を
予
防
し
て
、い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
と

居
場
所
づ
く
り
を
継
続
的
に
実

施
さ
れ
る
見
込
み
が
あ
る
事
業

の
運
営
に
つ
い
て
、
必
要
経
費

を
基
準
額
の
範
囲
内
で
補
助
し

ま
す
。

・
例
…
介
護
予
防
教
室
、
集
い

の
場
、
認
知
症
カ
フ
ェ 

な
ど

※
１
回
あ
た
り
の
利
用
者
が
10

人
以
上
で
あ
る
こ
と

■
申
込
期
間
／
随
時

■
補
助
対
象
団
体
／
次
の
要
件

を
す
べ
て
満
た
す
団
体

①
構
成
員
の
数
が
３
人
以
上
で

あ
る
こ
と

②
事
業
を
継
続
し
て
実
施
さ
れ

る
見
込
み
が
あ
る
こ
と

③
宗
教
活
動
、
政
治
活
動
お
よ

び
選
挙
活
動
を
行
っ
て
い
な

い
こ
と

④
暴
力
団
、
暴
力
団
員
が
運
営

に
関
与
し
て
い
な
い
こ
と

　
な
ど

■
補
助
金
額

・
月
１
回
以
上
開
設
の
場
合
…

年
額
上
限
５
万
円

・
週
１
回
以
上
開
設
の
場
合
…

年
額
上
限
20
万
円

※
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

介
護
保
険
課
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

　

認
知
症
な
ど
で
判
断
能
力
が

十
分
で
な
い
人
の
生
活
を
身
近

な
立
場
で
支
援
し
、
後
見
活
動

を
行
っ
て
い
く
「
市
民
後
見
人
」

に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
市
民
後
見
人
と
は
…

　

親
族
に
よ
る
後
見
が
見
込
め

な
い
高
齢
者
、
障
害
者
な
ど
の

権
利
を
守
る
た
め
、
成
年
後
見

制
度
に
お
い
て
、
社
会
貢
献
の

一
環
と
し
て
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
契
約
や
財
産
管
理
の
代
行
を

し
ま
す
。

※
養
成
研
修
修
了
後
、
原
則
、

市
民
後
見
人
候
補
者
と
し
て

登
録
し
、
市
民
後
見
人
と
し

て
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

■
研
修
期
間
／
10
月
か
ら
12
月

ま
で
の
全
８
日
間

■
場
所
／
き
ら
め
き
プ
ラ
ザ（
岡

山
市
北
区
南
方
２︲

13︲

１
）

■
応
募
資
格
／
20
歳
以
上
70
歳

未
満
の
市
内
在
住
者
で
、
高

齢
者
障
害
者
な
ど
の
福
祉
に

理
解
と
熱
意
が
あ
る
人

※
原
則
と
し
て
養
成
研
修
の
す

べ
て
の
課
程
を
受
講
で
き
る

見
込
み
が
あ
る
こ
と
（
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

■
募
集
人
数
／
３
人
程
度

■
受
講
料
／
無
料

■
申
込
方
法
／
申
込
書
兼
履
歴

書
、
小
論
文
を
提
出
（
履
歴

書
の
様
式
、
小
論
文
の
内
容

な
ど
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）

■
選
考
方
法
／
書
類
審
査
お
よ

び
個
人
面
接

■
申
込
期
限
／
７
月
31
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

介
護
保
険
課
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

　

市
で
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を

送
れ
る
よ
う
、
地
域
ぐ
る
み
の

支
え
合
い
の
仕
組
み
を
つ
く
る

こ
と
を
目
的
に
、
市
内
で
活
動

す
る
住
民
団
体
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、法
人
、

各
種
任
意
団
体
な
ど
が
行
う
活

動
を
応
援
し
ま
す
。

■
事
業
概
要

　

介
護
予
防
や
閉
じ
こ
も
り
予

防
な
ど
を
目
的
に
、
高
齢
者
の

●
募
集

社
会
貢
献
に
意
欲
と
熱
意
の

あ
る
人
求
む
！「
市
民
後
見
人

養
成
研
修
」受
講
者
募
集

●
募
集

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築

促
進
事
業 

活
動
団
体
募
集
！

広報あかいわ（平成27年7月号）9
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■
場
所
／
吉
井
会
館 

農
事
実
習
室

■
相
談
員
／
岡
山
東
年
金
事
務

所 

年
金
専
門
官

※
相
談
は
完
全
予
約
制
に
な
り
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
相
談
時

間
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
予
約
受
付
窓
口
／
本
庁
市
民

課
国
保
年
金
班

■
日
時
／
７
月
16
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所
／
岡
山
弁
護
士
会
館 

２

階
大
会
議
室

■
相
談
担
当
者
／
弁
護
士
、
民

事
・
家
事
調
停
委
員

■
相
談
内
容
／
離
婚
、
親
権
、

養
育
費
な
ど
夫
婦
関
係
の
調

整
、
年
金
分
割
、
相
続
、
金

銭
貸
借
、
土
地
、
建
物
、
交

通
事
故
、
公
害
、
そ
の
他
民

事
・
家
事
に
関
す
る
諸
問
題

■
申
し
込
み
／
不
要

■
主
催
／
岡
山
調
停
協
会
連
合

会
、
岡
山
民
事
・
家
事
調
停

協
会

■
問
い
合
わ
せ
先

・
岡
山
簡
易
裁
判
所
庶
務
課

　
☎
０
８
６（
２
２
２
）６
７
７
１

　

今
年
も
夏
の
夜
空
を
約
２
千

発
の
花
火
が
彩
り
ま
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
地
域
芸
能
の

発
表
や
、
模
擬
店
の
出
店
が
あ

り
、
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
広
報
あ
か
い
わ

８
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
日
時
／
８
月
８
日
㈯

　
午
後
６
時
〜
９
時

※
荒
天
の
場
合
は
８
月
９
日
㈰

に
順
延

■
場
所
／
赤
磐
市
く
ま
や
ま
水

辺
の
楽
校

■
問
い
合
わ
せ
先
／
赤
磐
市
花

火
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

（
本
庁
商
工
観
光
課
内
）

　
県
で
は
、８
月
１
日
㈯
の
「
お

か
や
ま
桃
太
郎
ま
つ
り
納
涼
花

火
大
会
」
観
覧
の
た
め
に
、
車

い
す
使
用
の
身
体
に
障
害
の
あ

る
人
を
県
庁
９
階
へ
招
待
し
ま

す
。

■
対
象
／
県
内
在
住
者
で
身
体

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
車
い

す
使
用
の
身
体
障
害
者
30
人

（
付
き
添
い
は
２
人
ま
で
）

■
申
込
方
法
／
所
定
の
応
募
用

紙
、
電
子
申
請

■
申
込
期
限
／
７
月
10
日
㈮

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
問
い
合
わ
せ
先

・
県
障
害
福
祉
課

　
☎
０
８
６（
２
２
６
）７
３
６
２

　
FAX
０
８
６（
２
２
４
）６
５
２
０

■
日
時
／
７
月
８
日
㈬

　
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
３
時

●
お
知
ら
せ

赤
磐
市
花
火
大
会
開
催

●
お
知
ら
せ

身
体
に
障
害
の
あ
る
人
を

花
火
大
会
に
ご
招
待

　

高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用

支
援
機
構
で
は
、
高
齢
者
が
生

き
生
き
と
働
け
る
社
会
を
つ
く

る
た
め
に
、
助
成
金
を
支
給
し

て
い
ま
す
。

　

機
械
整
備
や
作
業
方
法
、
作

業
環
境
の
改
善
、
定
年
の
引
き

上
げ
な
ど
、
高
齢
者
の
活
用
促

進
の
た
め
の
雇
用
環
境
整
備
に

か
か
っ
た
経
費
の
３
分
の
２（
大

企
業
は
２
分
の
１
）、
上
限
１
千

万
円
を
支
給
し
ま
す
。
た
だ
し
、

１
年
以
上
雇
用
し
て
い
る
60
歳

以
上
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
１

人
に
つ
き
20
万
円
（
特
定
業
種

は
30
万
円
）
を
上
限
と
し
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
、受
給
に
当
た
っ

て
は
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

・
独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・

求
職
者
雇
用
支
援
機
構 

岡
山

支
部 

高
齢
・
障
害
者
業
務
課

　
☎
０
８
６（
２
４
１
）０
１
６
６

　

http://w
w

w
.jeed.or.jp/

　

赤
磐
市
障
害
者
自
立
支
援
協

議
会
（
ピ
ー
チ
ネ
ッ
ト
あ
か
い

わ
）
で
は
、
障
害
者
の
「
は
た

ら
く
」
に
つ
い
て
考
え
る
研
修

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

福
祉
先
進
国
と
呼
ば
れ
る
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
障
害
者
就
労
事

情
に
つ
い
て
学
び
、
私
た
ち
の

地
域
で
何
が
で
き
る
か
考
え
た

い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
７
月
25
日
㈯

　
午
前
11
時
〜
午
後
０
時
15
分

■
場
所
／
中
央
図
書
館 

多
目
的

ホ
ー
ル

■
講
師
／
河
本
佳
子
さ
ん
（
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン 

ス
コ
ー
ネ
地
方 

元
作
業
療
法
部
長
）

■
内
容
／
（
仮
）
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
に
お
け
る
障
害
者
就
労
支

援
事
情
に
つ
い
て

■
定
員
／
60
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
期
限
／
７
月
17
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

社
会
福
祉
課

●
お
知
ら
せ

年
金
相
談（
※
要
予
約
）

●
お
知
ら
せ

無
料
調
停
相
談
会

●
お
知
ら
せ

障
害
者
の「
は
た
ら
く
」に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

●
お
知
ら
せ

高
年
齢
者
雇
用
安
定

助
成
金
の
ご
案
内

豊田小学校 コンビニ

松木交差点

熊山駅

熊山橋
吉井川

JR山陽本線

赤磐市熊山支所

熊山工業
団地内

釣井地内
河川敷

河田原農
村公園

赤磐市くまやま水辺の楽校

→　
至 和気町

  ←
至 岡山市

P

P

P P
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公
立
保
育
園（
市
内
７
園
）で
勤
務
で
き
る
臨
時
保
育
士・臨
時

調
理
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。勤
務
地
、勤
務
時

間
に
つ
い
て
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。ま
ず
は
、お
電
話

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
応
募
資
格

◦
保
育
士
…
保
育
士
資
格
を
有
す
る
人

◦
調
理
員
…
調
理
師
免
許
を
有
す
る
人

■
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先

◦
本
庁
子
育
て
支
援
課 

☎（
９
５
５
）２
６
３
５

公
立
保
育
園
の
臨
時
保
育
士
・

臨
時
調
理
員
の
募
集

　野菜栽培の現場を見学し、実際の栽培について知っていただき、一緒に
栽培してくださる人を募集します。
　今回は、岡山県下でも最高技術と名高い「夏秋ナス」と、岡山県下のみな
らず東京でも誉れ高い「黄ニラ」についてご紹介します。
　この他にも市内ではキラリと光る野菜が多く栽培されています。「スナッ
プエンドウ」「白ネギ」なども農協の振興作物になっていて、地域で盛り上
がりを見せています。
　「何か栽培してみたいけど…」という皆さんのきっかけになればと思って
います。どなたでもお気軽にご参加ください。

野菜づくり見学会

■内容
　①栽培の流れについて ②経営収支について
　③部会生産者から栽培の実際について　
　④畑の見学（赤坂茄子、山陽黄ニラ）

■申込期限／７月２１日㈫
　（事前申込をしてない人でも、当日参加が可能です）

■問い合わせ・申し込み先
　・本庁農林課、赤坂支所産業建設課
　・JA岡山東　山陽基幹支店 ☎955-2077／赤 坂 支 店 ☎957-3008
　　　　　　 　熊 山 支 店 ☎995-1351／吉 井 支 店 ☎954-0313
　・東備農業普及指導センター　☎0869-92-5177

一緒に始めませんか！ 野菜づくり

■日時／７月２８日㈫ 午後１時30分～

■場所／JA岡山東 赤坂支店（町苅田1301）※会場で話を聞いた後、野菜の畑へ行きます。

情
報
ボ
ッ
ク
ス

コ
ラ
ム

ス
ポ
ー
ツ

カ
レ
ン
ダ
ー

公
民
館

図
書
館

市
政
情
報

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、8ページの電話番号一覧をご覧ください。

　

７
月
４
日
㈯
は
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
た
め
自
動
交
付
機
を
使
用

で
き
ま
せ
ん
。
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
お
願
い

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
市
民

課
市
民
サ
ー
ビ
ス
班
、
本
庁

税
務
課
市
民
税
班

　

お
盆
の
し
尿
収
集
に
つ
い
て

は
、
次
の
と
お
り
休
業
し
ま
す
。

　

な
お
、
８
月
の
し
尿
汲
み
取

り
申
し
込
み
は
、
７
月
31
日
㈮

ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
休
業
日
／
８
月
14
日
㈮
〜
16

日
㈰

■
問
い
合
わ
せ
先

・
和
気
・
赤
磐
し
尿
処
理
施
設

一
部
事
務
組
合

　
☎
０
８
６
９（
９
２
）０
８
０
８

・
キ
ョ
ク
ト
ウ

　
☎
０
８
６（
９
５
２
）０
３
８
４

●
お
知
ら
せ

自
動
交
付
機
の
停
止

●
お
知
ら
せ

盆
の
し
尿
収
集
休
業
日

広報あかいわ（平成27年7月号）11
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「
自
分
の
こ
と
は
好
き
で
す
か
？
」「
自
分
の
こ
と
を
褒
め
て

い
ま
す
か
？
」

　

家
族
を
大
切
に
す
る
に
は
、
ま
ず
自
分
自
身
を
大
切
に
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
今
の
自
分
を
認
め
て
楽
し
く
育
児
が
で
き

る
ヒ
ン
ト
を
一
緒
に
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

育
児
を
し
て
い
る
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
育
児
を
し
て
い

る
人
を
応
援
し
た
い
人
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
８
月
29
日
㈯

　

午
前
10
時
～
正
午
（
受
付
…
午
前
９
時
40
分
～
）

◆
場
所
／
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー

◆
講
師
／
北
村
年
子
さ
ん
（
自
己
尊
重
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
ト
レ
ー
ナ
ー
）

◆
対
象
／
市
内
在
住
在
勤
の
子
育
て
中

の
人
、
子
育
て
支
援
に
関
わ
る
人

◆
定
員
／
２
０
０
人
（
先
着
順
）

◆
託
児
／
30
人
（
先
着
順
）

◆
申
込
開
始
日
／
７
月
21
日
㈫ 

午
前
９
時
～

　
託
児
が
必
要
な
人
は
、
申
し
込
み
の
際
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁
健
康
増
進
課
、
各
支
所

健
康
福
祉
課

自
分
も
大
切
!!

ハ
ッ
ピ
ー
マ
マ
に

な
る
ヒ
ン
ト

子
育
て
講
座

▶
講
師
の

　
北
村
年
子
さ
ん

　

市
で
は
、
赤
磐
市
食
育
推
進

計
画
の
一
環
と
し
て
、
幼
児
期

の
食
育
活
動
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
料
理

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

自
分
で
作
る
と
苦
手
な
も
の

も
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

お
子
さ
ん
も
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

①
８
月
20
日
㈭

②
９
月
４
日
㈮

③
９
月
８
日
㈫

※
希
望
日
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
各
回
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

■
場
所
／
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
（
ほ
ほ
え
み
）
調
理
室

■
対
象
／
２
〜
４
歳
児
と
そ
の

保
護
者

■
定
員
／
各
回
10
組
（
先
着
順
）

■
申
込
開
始
日
／
７
月
１
日
㈬

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

健
康
増
進
課
、
各
支
所
健
康

福
祉
課

　

滑
石
を
磨
い
て
、
古
代
の
ア

ク
セ
サ
リ
ー
作
り
に
挑
戦
し
て

み
よ
う
！

■
日
時
／
８
月
１
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

■
場
所
／
山
陽
郷
土
資
料
館
集

合
の
の
ち
中
央
公
民
館
美
術

工
芸
室
で
製
作

■
対
象
／
小
学
生
〜
一
般
（
低

学
年
は
保
護
者
同
伴
）

■
定
員
／
30
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費
／
３
０
０
円

■
申
込
開
始
／
７
月
１
日
㈬

　
午
前
９
時
〜

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
山
陽

郷
土
資
料
館

　

市
内
の
妊
婦
さ
ん
を
対
象
に

母
親
学
級
を
開
催
し
ま
す
。

　

７
月
は
、
子
育
て
に
困
ら
な

い
た
め
に
離
乳
食
づ
く
り
を
体

験
し
ま
す
。「
離
乳
食
っ
て
ど
う

作
る
の
？ 

何
か
ら
食
べ
さ
せ
た

ら
い
い
の
？
」
な
ど
不
安
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
同
じ
食

材
で
、
マ
マ
も
食
べ
ら
れ
る
簡

単
絶
品
料
理
も
ご
用
意
し
ま
す
。

　

こ
の
日
は
み
ん
な
で
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
、
交
流
を

深
め
ま
し
ょ
う
。

　

託
児
も
あ
り
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。
参

加
に
は
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
日
時
／
７
月
16
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

（
受
付
…
午
前
９
時
45
分
〜
）

■
場
所
／
中
央
公
民
館 

調
理
室

■
持
ち
物
／
母
子
健
康
手
帳
、

エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、
三
角
巾

■
申
込
期
限
／
７
月
10
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

健
康
増
進
課
、
各
支
所
健
康

福
祉
課

●
お
知
ら
せ

資
料
館
講
座「
勾
玉
づ
く
り
」

●
お
知
ら
せ

母
親
学
級
～
離
乳
食
づ
く
り
＆

マ
タ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
♪
～

●
お
知
ら
せ

あ
か
い
わ
っ
子
も
り
も
り

料
理
教
室
参
加
者
募
集

広報あかいわ（平成27年7月号）12
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を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

地
面
に
直
接
座
っ
た
り
寝
こ
ろ

ん
だ
り
す
る
こ
と
は
避
け
る
、

説
明
書
を
よ
く
読
み
虫
除
け
剤

を
使
用
す
る
、
帰
宅
し
た
ら
入

浴
し
て
服
を
着
替
え
る
な
ど
し

て
ダ
ニ
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

　

ダ
ニ
が
媒
介
す
る
感
染
症
に

は
「
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症

候
群
」、「
日
本
紅
斑
熱
」（
マ
ダ

ニ
）、「
つ
つ
が
虫
病
」（
ツ
ツ
ガ

ム
シ
）
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら

は
「
発
熱
」
と
「
発
し
ん
」
が

特
徴
で
す
。
重
症
の
場
合
は
死

に
至
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

野
山
や
草
む
ら
、
河
川
敷
な
ど

に
立
ち
入
っ
た
後
、
数
日
後
に

高
熱
が
出
て
、
赤
い
発
し
ん
が

あ
る
時
は
、
す
ぐ
に
医
療
機
関

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
マ
ダ
ニ
が
体
に
吸
い

付
い
て
い
る
場
合
は
、
無
理
に

引
き
抜
か
ず
、
皮
膚
科
な
ど
で

取
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
健
康

増
進
課

　

魚
釣
り
や
水
泳
と
、
子
ど
も

た
ち
が
水
に
親
し
む
機
会
が
多

く
な
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
時
期
、
最
も
気
を
つ
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、
子

ど
も
の
水
難
事
故
で
す
。

　

事
故
を
防
止
す
る
に
は
、
保

護
者
の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要

で
す
。

〈
地
域
の
皆
さ
ん
へ
〉

・
危
険
な
河
川
や
た
め
池
な
ど
で

遊
ん
で
い
る
子
ど
も
を
見
か
け

た
ら
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〈
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ
〉

・
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
、
魚
釣

り
や
水
遊
び
に
行
か
せ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
子
ど
も
が
出
か
け
る
と
き

は
、
行
き
先
や
帰
宅
時
刻
、

友
達
の
名
前
な
ど
を
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
子
ど
も
に
は
、
普
段
か
ら
危

険
な
場
所
を
具
体
的
に
教

え
、
近
づ
か
な
い
よ
う
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
建
設

課

●絵本はともだち　毎週水曜日 午前10時30分～11時
●おはなしかい　毎週土曜日 午前10時30分～11時、第1・2日曜日 午後2時～2時30分
●図書館知っトク講座①　11日㈯ 午後2時～3時
●きらり☆しあたー子ども版・映画上映会『チップとデール』
　18日㈯ 午後2時～
●民話の寺小屋（民話の語り）　19日㈰ 午後2時～2時30分

●ブックんのおはなしかい　4日㈯ 午前11時～11時30分
●ちいさなおはなしかい　8日㈬・22日㈬ 午前11時～11時20分

●なかよしタイム　14日㈫ 午前10時～正午
●おはなしのおへや　18日㈯ 午前11時～11時30分

●おはなし会　11日㈯ 午前10時30分～11時
●おはなしだいすき☆えほんといっしょ　17日㈮ 午前10時～正午

●無料観望会　4日㈯ 午後7時～10時

中央図書館（☎955-0076）

し
ょ
う
！

■
問
い
合
わ
せ
先

・
中
国
総
合
通
信
局

　
☎
０
８
２（
２
２
２
）３
３
３
２

　

野
山
や
草
む
ら
、
河
川
敷
な

ど
に
立
ち
入
る
と
き
は
、
ダ
ニ

に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
、
長
そ
で
、

長
ズ
ボ
ン
、
手
袋
、
長
靴
な
ど

　
電
波
は
警
察
、
消
防
・
救
急
、

放
送
、
携
帯
電
話
な
ど
、
私
た

ち
の
生
活
の
安
心
・
安
全
の
た

め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

不
法
電
波
は
、
こ
の
よ
う
な

大
切
な
通
信
を
妨
害
し
て
、
私

た
ち
の
生
活
を
脅
か
し
ま
す
。

　
電
波
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、

原
則
、
無
線
局
の
免
許
と
技
術

基
準
に
適
合
し
た
無
線
機
器
を

使
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
不
法
に
無
線
局
を
開

設
し
た
場
合
は
１
年
以
下
の
懲

役
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の

罰
金
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
不
法
電
波
で
重
要
な

無
線
通
信
を
妨
害
し
た
場
合
に

は
、
５
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

２
５
０
万
円
以
下
の
罰
金
の
対

象
に
な
り
ま
す
。

　

電
波
の
ル
ー
ル
を
守
り
ま

●
お
知
ら
せ

水
の
事
故
に
気
を
付
け
て
～
た
め
池

や
用
水
路・河
川
で
遊
ば
な
い
で
～

月のイベント案内7 E V E N T  G U I D E  O N  J U L Y ●
お
知
ら
せ

不
法
電
波
か
ら
暮
ら
し
を
守
れ
！

●
お
知
ら
せ

マ
ダ
ニ
、つ
つ
が
虫
に
注
意
！

竜天天文台公園（☎958-2321）

赤坂図書館（☎957-2212）

熊山図書館（☎995-1273）

吉井図書館（☎954-9200）

広報あかいわ（平成27年7月号）13



ニ
ッ
ケ
ル

水
素
電
池

リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
電
池

ニ
カ
ド
電
池

情報ボックス
INFORMATION BOX

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
皆
さ

ん
の
周
り
で
も
多
く
の
花
火
大

会
、
夏
祭
り
や
縁
日
が
催
さ
れ

る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
楽
し

い
縁
日
や
お
祭
り
で
、
露
店
や

屋
台
の
出
店
者
が
、
ガ
ス
コ
ン

ロ
や
グ
リ
ル
な
ど
の
火
気
器
具

や
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
発
電
機

の
燃
料
で
あ
る
ガ
ソ
リ
ン
な
ど

の
取
り
扱
い
を
誤
る
と
、
重
大

な
事
故
や
火
災
に
つ
な
が
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

・
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
を
２
台
並

べ
て
大
鍋
や
鉄
板
の
使
用
や

コ
ン
ロ
を
覆
う
よ
う
な
状
態

で
の
使
用
は
、
カ
セ
ッ
ト
ボ

ン
ベ
の
過
熱
爆
発
の
危
険

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
電
気
の

　

エ
コ
プ
ラ
ザ
あ
か
い
わ
（
赤

磐
市
環
境
セ
ン
タ
ー
）
で
は
８

月
か
ら
、
従
来
の
ア
ル
カ
リ
乾

電
池
と
マ
ン
ガ
ン
乾
電
池
に
加

え
て
、
次
の
廃
乾
電
池
の
回
収

を
始
め
ま
す
。

①
リ
チ
ウ
ム
電
池

②
ボ
タ
ン
・
コ
イ
ン
型
電
池

③
左
記
の
マ
ー
ク
の
あ
る
充
電
池

■
使
用
後
の
電
池
の
出
し
方

　

電
池
を
そ
の
ま
ま
出
す
と
、

シ
ョ
ー
ト
し
て
破
裂
し
、
出
火

す
る
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

①
か
ら
③
の
電
池
を
出
す
場

合
は
、
安
全
の
た
め
、
プ
ラ
ス

極
と
マ
イ
ナ
ス
極
に
セ
ロ
ハ
ン

テ
ー
プ
や
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な

ど
を
貼
り
、
絶
縁
処
理
を
し
て

く
だ
さ
い
。

■
絶
縁
例

・
円
筒
型

 　
　
　
　
　
　
↓ 

・
平
型

 　
　
　
　
　
　
↓ 

・
ボ
タ
ン
型

 　
　
　
　
　
　
↓

 

・
配
線
型

　
　
　
　
　
　
↓

 

■
問
い
合
わ
せ
先
／
エ
コ
プ
ラ

ザ
あ
か
い
わ
（
赤
磐
市
環
境

セ
ン
タ
ー
）

●
お
知
ら
せ

廃
乾
電
池
の
回
収
方
法
が

変
わ
り
ま
す

■
豆
知
識

　

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
ボ
ン
ベ
を
車
両
で

運
搬
す
る
場
合
は
、
高
圧
ガ
ス

保
安
法
の
規
制
を
受
け
る
こ
と

と
な
り
ま
す
の
で
、
警
戒
標
の

掲
示
や
必
要
な
資
器
材
・
工
具

な
ど
の
携
行
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

た
だ
し
、
容
器
（
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

ボ
ン
ベ
）
１
本
の
容
量
が
20
㍑

以
下
で
、
か
つ
総
容
量
が
40
㍑

以
下
の
場
合
は
除
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
８
㌔
㌘
ボ
ン
ベ
１

本
は
内
容
量
が
約
19
㍑
な
の
で
、

２
本
ま
で
の
運
搬
は
規
制
を
受

け
ま
せ
ん
が
、
10
㌔
㌘
ボ
ン
ベ

は
内
容
量
が
約
24
㍑
と
な
る
た

め
１
本
か
ら
規
制
を
受
け
ま
す

の
で
取
り
扱
い
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
赤
磐
市
消

防
署
、
東
出
張
所
、
北
出
張

所

コ
ー
ド
リ
ー
ル
は
、
巻
い
た

ま
ま
の
状
態
や
た
こ
足
配
線

で
の
使
用
は
発
熱
発
火
の
恐

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の

よ
う
な
状
態
で
の
使
用
は
絶

対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
、
必
ず

立
て
た
状
態
で
使
用
し
、
転

倒
防
止
の
措
置
を
講
じ
、
ガ

ス
ホ
ー
ス
の
接
続
は
ホ
ー
ス

バ
ン
ド
を
使
用
し
て
確
実
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
発
電
機
の
燃
料
用
ガ
ソ
リ
ン

の
保
管
取
り
扱
い
に
は
、
必

ず
試
験
確
認
済
証
を
貼
っ
て

あ
る
携
行
缶
を
使
用
し
、
直

射
日
光
に
当
て
ず
、
風
通
し

の
良
い
場
所
で
圧
力
弁
を
調

整
し
て
か
ら
開
栓
し
て
く
だ

さ
い
。

・
そ
の
他
の
器
具
に
つ
い
て
も

取
扱
説
明
書
を
熟
読
し
て
正

し
い
使
用
方
法
で
取
り
扱
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
催
し
で
火

気
を
取
り
扱
う
露
店
な
ど
を
出

店
す
る
場
合
は
、
消
火
器
を
準

備
す
る
と
と
も
に
「
露
店
等
の

開
設
届
書
」
の
提
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
４
日
前
ま
で
に

お
近
く
の
消
防
署
ま
た
は
出
張

所
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

●
お
知
ら
せ

露
店
な
ど
を
開
設
す
る
皆
さ
ん
へ

広報あかいわ（平成27年7月号）14
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●
コ
ラ
ム  

社
会
教
育
課

家
庭
で
取
り
組
む
ノ
ー
メ
デ
ィ
ア
タ
イ
ム

　

最
近
、
子
ど
も
た
ち
が
テ
レ
ビ
・
携

帯
電
話
・
パ
ソ
コ
ン
・
ゲ
ー
ム
な
ど
を

長
時
間
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
活

習
慣
の
乱
れ
や
学
力
の
低
下
、
家
庭
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
、
ネ
ッ

ト
い
じ
め
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
へ

の
発
展
な
ど
が
危き

ぐ惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
教
育
委
員
会
は
昨
年
か
ら
、

子
ど
も
の
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
わ
り
方
を

家
庭
で
話
し
合
い
、
メ
デ
ィ
ア
と
接
す

る
姿
勢
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
力
を
身

に
付
け
、
子
ど
も
の
基
本
的
生
活
習
慣

と
家
庭
教
育
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
「
ノ
ー
メ
デ
ィ
ア
タ
イ
ム
」

を
啓
発
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
で
は
生
徒
が
主
体
と
な
り
校

内
へ
の
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
持
ち
込
み
の
禁
止
、
学
習
習
慣
の
定

着
や
学
力
向
上
を
目
的
と
し
た
取
り
組

み
が
あ
り
ま
し
た
。
小
学
校
で
は
Ｐ
Ｔ

Ａ
や
家
庭
と
連
携
し
、
親
子
で
話
し

合
っ
て
ル
ー
ル
を
作
り
、
保
育
園
・
幼

稚
園
で
は
保
護
者
が
子
ど
も
の
規
則
正

し
い
生
活
習
慣
を
確
立
す
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
地
域
と
の
交
流
を
通
し
て
、

お
便
り
や
ポ
ス
タ
ー
で
周
知
を
図
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
中
に
は
、
中

学
校
区
内
の

学
校
・
園
の
連

携
に
よ
る
統

一
的
な
実
施

に
よ
り
効
果

を
高
め
た
も

の
も
あ
り
ま

し
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
が
進
展
す
る
現

代
で
は
、
テ
レ
ビ
や
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
頼
ら
な
い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
は
大
人
に
と
っ
て
も
難
し
い
こ
と

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
子
ど
も

た
ち
が
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力
を

身
に
付
け
な
が
ら
基
本
的
生
活
習
慣
を

高
め
る
た
め
に
は
、「
食
事
の
時
に
は
テ

レ
ビ
を
消
し
て
会
話
を
す
る
」「
休
日
は

家
庭
で
一
緒
に
過
ご
す
」「
家
庭
で
ル
ー

ル
を
決
め
る
」
な
ど
の
取
り
組
み
は
大

切
で
す
。
ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
わ

り
方
を
家
庭
で
話
し
合
う
こ
と
は
家
庭

教
育
力
の
基
盤
と
も
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
個
々
の
家

庭
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
取
り
組
み
が

あ
る
こ
と
で
、
よ
り
良
い
効
果
も
期
待

さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に

過
ご
せ
る
地
域
づ
く
り
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
コ
ラ
ム  

農
林
課

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
農
作
物
に
被
害
を
与
え
る

イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
、
ヌ
ー
ト
リ
ア
な
ど

の
野
生
鳥
獣
に
対
す
る
対
策
と
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
れ
ら
の
中
で
特
に
、
野

生
鳥
獣
か
ら
農
作
物
を
守
る
た
め
の

「
防
護
柵
（
＊
１
）
の
設
置
」、
そ
し
て

今
年
度
か
ら
の
新
た
な
取
り
組
み
で
あ

る
狩
猟
者
の
確
保
に
向
け
た
「
狩
猟
免

許
（
＊
２
）
取
得
に
対
す
る
助
成
」
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

①
防
護
柵
設
置
補
助
金

　

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
を
防

ぐ
た
め
の
防
護
柵
整
備
に
対
し
て
、
そ

の
資
材
の
購
入
費
を
補
助
し
ま
す
。

　

補
助
率
は
１
／
３
か
ら
４
／
５
ま
で

で
、
整
備
規
模
に
よ
り
補
助
率
が
異
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

有
効
活
用
と
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
お
り
、
太
陽
光
を
利
用

し
た
ソ
ー
ラ
ー
式
電
気
柵
も
補
助
金
の

対
象
と
し
て
い
ま
す
。

②
狩
猟
免
許
取
得
経
費
の
助
成

　

狩
猟
免
許
取
得
に
要
す
る
経
費
〈
新

規
申
請
手
数
料
、
初
心
者
講
習
会
（
＊

３
）
受
講
料
〉
の
半
額
を
助
成
し
ま
す
。

※
新
規
取
得
に
限
り
ま
す
。
更
新
申
請

は
対
象
外
で
す
。

※
市
内
の
猟
友
会
に
入
会
す
る
人
に
限

り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
用
語
解
説
】

＊
１　

農
地
へ
の
野
生
鳥
獣
の
侵
入
を

防
ぐ
柵
。
障
壁
に
よ
っ
て
侵
入
を
防

ぐ
物
理
柵
（
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
／

ト
タ
ン
／
金
網
／
ネ
ッ
ト
な
ど
）
と

学
習
効
果
に
よ
っ
て
侵
入
を
防
ぐ
心

理
柵
（
電
気
柵
）
が
あ
り
ま
す
。

＊
２　

狩
猟
を
行
う
た
め
に
は
「
狩
猟

免
許
」
を
取
得
し
、「
狩
猟
者
登
録
」

を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

＊
３　

県
猟
友
会
の
主
催
で
行
わ
れ
る

狩
猟
免
許
取
得
に
つ
い
て
の
講
習
会

で
、
受
講
は
任
意
で
す
。
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ザ・コラム
The Column

●
エ
コ
プ
ラ
ザ
あ
か
い
わ
　
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ニ
ュ
ー
ス  

環
境
課

第
３
回
リ
ユ
ー
ス
品
提
供
抽
選
会
の

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

　

エ
コ
プ
ラ
ザ
あ
か
い
わ
内
に
あ
る
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は
、
７
月
31
日
に
、

リ
ユ
ー
ス
品
の
抽
選
会
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
抽
選
会
に
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の

人
に
ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
気

に
な
っ
て
い
た
物
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
参
加
資
格
／
市
内
在
住
、
ま
た
は
在

勤
の
20
歳
以
上
の
人

■
申
込
期
間
／
７
月
６
日
㈪
～
27
日
㈪

■
開
札
日
時
／
７
月
31
日
㈮ 

午
後
２
時
～

※
当
選
者
に
は
、
当
選
通
知
書
を
お
送

り
し
ま
す
。

　

開
館
日
に
は
、
再
使
用
で
き
る
リ

ユ
ー
ス
品
の
受
け
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
・
衣
類
・
食
器
な
ど
無
料
で

提
供
で
き
る
物
も
展
示
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
今
月
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
実
験

教
室
で
、
紙
す
き
う
ち
わ
作
り
（
中
央

公
民
館
共
催
「
る
ん
る
ん
エ
コ
講
座
」）

を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
24
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
開
館
日
時
／
毎
週
月
・
木
・
金
曜
日
、

第
２
・
第
４
土
曜
日

　

午
前
10
時
～
正
午
、午
後
１
時
～
４
時

※
土
曜
日
は
ご
み
の
持
ち
込
み
が
で
き

ま
せ
ん
。

※
土
曜
日
は
入
口
が
西
側
の
門
に
変
わ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

・
エ
コ
プ
ラ
ザ
あ
か
い
わ
（
赤
磐
市
環

境
セ
ン
タ
ー
）

●
人
権
コ
ラ
ム 

［ 

第
54
回 

］  

協
働
推
進
課

第
65
回〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〟

～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～

　

法
務
省
主
唱
の
〝
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
〟
は
、
今
年
で
65
回
目
を
迎
え

ま
し
た
。

　
「
更
生
保
護
の
日
」
で
あ
る
７
月
１

日
か
ら
の
１
カ
月
を
強
調
月
間
と
し

て
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行

の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更

生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪

や
非
行
の
な
い
安
全
・
安
心
な
地
域
社

会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動

で
す
。

　

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
は
、
毎
日
の
よ
う

に
事
件
の
ニ
ュ
ー
ス
が
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
。
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
は
、

す
べ
て
の
人
の
望
み
で
す
。
犯
罪
や
非

行
を
な
く
す
た
め
に
、
取
り
締
ま
り
を

強
化
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
立
ち
直
ろ

う
と
決
意
し
た
人
を
見
守
り
支
え
る

地
域
社
会
の
あ
た
た
か
い
心
が
必
要

で
す
。

　

犯
罪
や
非
行
の
な
い
幸
福
で
明
る

い
社
会
の
実
現
を
願
う
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
で
あ
る
「
幸し

あ
わ
せ福
の
黄
色
い
羽

根
」
の
も
と
、
市
で
は
、
保
護
司
会
、

更
生
保
護
女
性

会
が
中
心
と

な
っ
て
、
毎

年
、
７
月
の
強

調
月
間
中
に
商

業
施
設
で
の
街
頭
啓
発
や
中

学
校
で
の
あ
い
さ
つ
運
動
、ポ

ス
タ
ー
の
掲
示
な
ど
の
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
犯
罪
や
非
行

の
防
止
な
ど
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

計量棟

多目的広場・公園

管理棟

駐車場
P

P 駐車場
平日の利用ルート
第２・４土曜日の利用ルート

リサイクル
プラザ受付

リユース
受付

足湯 （実線：来場ルート／点線：帰りルート）

昨年度の啓発活動の様子 更生保護のイメージキャラクター▶
更生ペンギンのホゴちゃん
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情
報
ボ
ッ
ク
ス

コ
ラ
ム

ス
ポ
ー
ツ

カ
レ
ン
ダ
ー

公
民
館

図
書
館

市
政
情
報

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、8ページの電話番号一覧をご覧ください。

●
消
費
の
ア
ド
バ
イ
ス 

［ 

第
31
回 

］  

く
ら
し
安
全
課

●
こ
ん
に
ち
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す 

［ 

第
19
回 

］  

介
護
保
険
課

（国民生活センター見守り新鮮情報より抜粋）

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
相
談
が

　
　
　
　
年
間
で
10
万
件
を
突
破
！

「
散
歩
」と「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」の
違
い

　

な
ぜ
、「
散
歩
」
と
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

を
使
い
分
け
る
必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
？

　

散
歩
だ
け
で
は
効
果
が
低
い
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
だ
け
で
は
継
続
が
難
し

い
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
ら
で
、

上
手
に
使
い
分
け
る
こ
と
で
互
い
の
デ

メ
リ
ッ
ト
を
カ
バ
ー
し
合
え
る
か
ら
で

す
。

　

散
歩
も
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
足
を
使
っ

て「
歩
く
」と
い
う
動
作
が
基
本
に
な
っ

て
い
る
運
動
で
す
。

　

両
者
の
違
い
は
２
つ
あ
り
ま
す
。

①
歩
く
ス
ピ
ー
ド

　

散
歩
は
、
ゆ
っ
く
り
歩
き
、
視
線
は

上
下
左
右
あ
ら
ゆ
る
も
の
、
景
色
に
向

け
ら
れ
、
時
に
立
ち
止
ま
っ
た
り
も
し

ま
す
。

　

対
し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
速
く
歩

き
、
目
的
地
に
向
か
っ
て
ひ
た
す
ら
よ

そ
見
も
せ
ず
、
立
ち
止
ま
る
こ
と
な
く

歩
き
ま
す
。

②
効
果
の
違
い

　

散
歩
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
自

然
を
感
じ
る
と
こ
ろ
や
、
天
気
の
良
い

時
に
歩
く
も

の
。
そ
の
結

果
、
精
神
疲

労
・
ス
ト
レ

ス
の
軽
減
や

気
分
転
換
な

ど
、
こ
こ
ろ

と
脳
の
活
性
化
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
好
奇
心
の
ア
ン
テ
ナ
」
を
は

れ
ば
、
い
つ
も
散
歩
道
が
新
し
い
趣
味

と
の
出
会
い
を
も
た
ら
す
「
お
宝
街
道
」

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
景
色
や
天
気
を

そ
れ
ほ
ど
気
に
せ
ず
に
風
や
雨
が
強
く

な
い
限
り
は
、
歩
き
ま
す
の
で
、
心
肺

機
能
や
筋
力
の
増
強
な
ど
体
に
効
果
が

あ
り
ま
す
。

　

少
し
強
引
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
こ

こ
ろ
が
疲
れ
て
い
る
な
」
と
思
う
時
は

散
歩
が
、「
か
ら
だ
が
疲
れ
て
い
る
な
」

と
思
う
時
に
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
良
い

と
思
い
ま
す
。

　

一
度
お
試
し
く
だ
さ
い
。

　

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に
関
す
る
相
談
は
、

毎
年
大
変
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

平
成
26
年
度
に
は
、
つ
い
に
過
去
最
高

の
相
談
件
数
と
な
り
ま
し
た
!!

　
「
有
料
だ
と
い
う
認
識
が
な
い
ま
ま

サ
イ
ト
を
見
て
い
た
と
こ
ろ
、突
然
、料

金
の
請
求
画
面
が
表
示
さ
れ
た
。
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
」
な
ど
、
業

者
に
支
払
う
前
の
相
談
が
多
く
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

〈
ア
ド
バ
イ
ス
〉

★
無
料
だ
と
思
っ
て
い
て
も
、
料
金
を
請

求
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、不
用
意

に
ア
ク
セ
ス
し
な
い
。

★
業
者
に
決
し
て
連
絡
し
な
い
。

★
お
金
は
支
払
わ
ず
に
、消
費
生
活
相
談

室
に
相
談
す
る
。

消
費
生
活
に
関
す
る

出
前
講
座
を
行
って
い
ま
す
！

　

現
在
、
県
内
の
「
特
殊
詐
欺
」
被
害

額
が
過
去
最
悪
の
ペ
ー
ス
で
増
加
し
て

い
ま
す
!!

　

市
で
は
、
少
し
で
も
悪
質
商
法
な
ど

に
関
す
る
情
報
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
「
出
前

講
座
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
／
市
内
の
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

▼
費
用
／
無
料

▼
講
座
時
間
／
30
分
～
90
分
程
度

※
ご
希
望
に
合
わ
せ
て
内
容
を
調
整
し

ま
す
。

▼
講
座
内
容
／
悪
質
商
法
の
手
口
紹
介
、

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
と
対
処
法
の
紹
介
、

再
現
ド
ラ
マ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
契
約
ク
イ
ズ
、

心
理
チ
ェ
ッ
ク
な
ど

▼
申
込
方
法
／
開
催
日
の
１
カ
月
前
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
消
費
生
活
相
談
室
（
本
庁
く
ら
し
安
全
課
）

　

☎（
９
５
５
）４
７
８
３
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スポーツの話題
SPORTS TOPICS

◎スポーツ振興課（中央公民館2階） ▶ ☎955-0738／FAX 955-6060

第
46
回
全
国
高
等
学
校
選
抜

ホ
ッ
ケ
ー
大
会
（
岐
阜
県
）

◦
島
根
県
立
横
田
高
等
学
校
３
年

　

中
嶋　

鍊
（
殿
谷
）

第
34
回
全
日
本
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

卓
球
選
手
権
大
会
（
神
奈
川
県
）

◦
児
子　

修
二
（
桜
が
丘
東
４
）

第
30
回
全
国
選
抜
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

笹
川
良
一
杯
（
宮
城
県
）

◦
森
﨑
美
枝
子
（
大
苅
田
）

◦
是
友　

弘
子
（
東
軽
部
）

◦
加
賀
美
弘
子
（
東
軽
部
）

◦
妹
尾　

捷
子
（
多
賀
）

◦
橋
本
美
智
江
（
東
窪
田
）

◦
北　

小
夜
子
（
桜
が
丘
東
４
）

第
18
回
赤
磐
市

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
交
歓
大
会

■
開
催
日
／
４
月
20
日

■
場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園 

総

合
体
育
館

■
参
加
人
数
／
28
人

■
結
果

〈
６
・
７
ｍ
の
部
〉

◦
優　

勝
…
三
宅
俊
恵
（
桜
が
丘
東
６
）

◦
準
優
勝
…
大
熨
め
ぐ
み
（
山
陽
４
）

◦
第
３
位
…
久
道
栄
一
（
上
市
）

〈
８
ｍ
の
部
〉

◦
優　

勝
…
原　

辰
彦
（
周
匝
）

◦
準
優
勝
…
横
田
多
美
子
（
岩
田
）

〈
９
・
10
ｍ
の
部
〉

◦
優　

勝
…
平
井
達
良
（
桜
が
丘
西
２
）

◦
準
優
勝
…
黒
島
通
子
（
桜
が
丘
西
８
）

◦
第
３
位
…
丹
治
幸
仁
（
西
中
）

東
備
安
全
狩
猟
射
撃
大
会

■
開
催
日
／
４
月
26
日

■
場
所
／
備
前
射
撃
場

■
参
加
者
／
24
人
（
赤
磐
市
か
ら
）

■
成
績

〈
個
人
の
部
Ａ
ク
ラ
ス
（
55
歳
以
下
）〉

◦
第
４
位
…
福
安
秀
雄
（
山
陽

チ
ー
ム
・
桜
が
丘
西
３
）

〈
個
人
の
部
Ｃ
ク
ラ
ス
（
66
歳
以
上
）〉

◦
第
３
位
…
山
本
勝
敏
（
山
陽

チ
ー
ム
・
岩
田
）

※
赤
磐
市
か
ら
は
福
安
秀
雄
さ
ん

と
山
本
勝
敏
さ
ん
が
東
備
地
域

の
代
表
と
し
て
、
７
月
12
日
㈰

に
岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場
で
開

催
さ
れ
る
県
大
会
へ
出
場
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

赤
磐
市
ゴ
ル
フ
選
手
権

■
開
催
日
／
５
月
４
日

■
場
所
／
赤
坂
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

■
参
加
人
数
／
56
人

■
結
果

〈
グ
ロ
ス
の
部
〉

◦
優　

勝
…
竹
中
俊
之
（
74
）

◦
準
優
勝
…
金
平
康
弘
（
75
）

◦
第
３
位
…
竹
内　

正
（
76
）

◦
第
４
位
…
笹
野
一
成
（
76
）

◦
第
５
位
…
楢
原　

修
（
80
）

◦
第
６
位
…
皿
井　

誠
（
81
）

◦
第
７
位
…
岩
本　

仁
（
83
）

◦
第
８
位
…
鍛
治　

宏
（
85
）

◦
第
９
位
…
黒
田
英
典
（
87
）

◦
第
10
位
…
道
越
康
史
（
87
）

〈
ペ
リ
ア
の
部
〉

◦
優　

勝
…
内
藤
一
男
（
69
・
4
）

◦
準
優
勝
…
愛
甲
博
美
（
72
）

◦
第
３
位
…
瀬
尾
佳
伊
悟
（
72
・
2
）

◦
第
４
位
…
金
平
康
弘
（
72
・
6
）

◦
第
５
位
…
皿
井　

誠
（
72
・
6
）

◦
第
６
位
…
道
越
康
史
（
72
・
6
）

◦
第
７
位
…
長
谷
井
賢
治
（
73
・
0
）

◦
第
８
位
…
柴
田
博
志
（
73
・
4
）

◦
第
９
位
…
笹
野
一
成
（
73
・
6
）

◦
第
10
位
…
小
坂
真
佐
之
（
73
・
6
）

第
21
回
赤
磐
市
卓
球
大
会

■
開
催
日
／
５
月
31
日

■
場
所
／
高
陽
中
学
校
体
育
館

■
参
加
人
数
／
１
０
０
人

■
結
果

◇
団
体
戦
（
20
チ
ー
ム
）

◦
優　

勝
…
山
陽
卓
親
Ｂ
（
富

田
・
堀
木
・
豊
福
・
大
隅
・
近

藤
・
北
村
）

◦
準
優
勝
…
山
陽
卓
親
Ａ
（
三

村
・
山
野
・
寺
田
・
西
村
・
石

原
）

◦
第
３
位
…
瀬
戸
高
校
（
妹
尾
・

阿
部
・
山
田
・
羽
原
・
池
）

◦
第
３
位
…
白
陵
高
校
（
廣
瀬
・

高
村
・
渡
辺
・
田
中
）

◇
個
人
戦

〈
Ａ
ク
ラ
ス
〉
17
人

◦
優　

勝
…
豊
福
哲
也

　
　
　
　
　

（
山
陽
卓
親
）

◦
準
優
勝
…
三
村
浩
基

　
　
　
　
　

（
山
陽
卓
親
）

◦
第
３
位
…
廣
瀬
高
嶺

　
　
　
　
　

（
白
陵
高
校
）

◦
第
３
位
…
山
野
義
信

　
　
　
　
　

（
山
陽
卓
親
）

結
　
果

全
国
大
会
出
場

〈
Ｂ
ク
ラ
ス
〉
34
人

◦
優　

勝
…
妹
尾
昂
樹

　
　
　
　
　

（
桜
が
丘
中
）

◦
準
優
勝
…
勝
枝
泰
弘

　
　
　
　
　

（
桜
が
丘
中
）

◦
第
３
位
…
阿
部　

光

　
　
　
　
　

（
瀬
戸
高
校
）

◦
第
３
位
…
河
原　

徹

　
　
　
　
　

（
桜
が
丘
中
）

〈
敗
者
復
活
戦
優
勝
〉

◦
森　

滉
世
（
桜
が
丘
中
） 

〈
初
心
者
ク
ラ
ス
〉
41
人

◦
優　

勝
…
和
氣
優
花

　
　
　
　
　

（
桜
が
丘
中
）

◦
準
優
勝
…
楠
原
健
二

　
　
　
　
　

（
山
陽
2
丁
目
卓
球
）

◦
第
３
位
…
前
田
清
國

　
　
　
　
　

（
さ
く
ら
卓
球
）

◦
第
３
位
…
藤
原
大
覚

　
　
　
　
　
（
山
陽
卓
親
）

〈
敗
者
復
活
戦
優
勝
〉

◦
富
山
厚
子
（
卓
球
を
楽
し
む
会
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

空
き
缶
積
み
上
げ
大
会

■
開
催
日
／
５
月
27
日

■
場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

■
参
加
チ
ー
ム
／
18
チ
ー
ム

■
成
績

〈
最
高
記
録
〉

◦
矢
下　

拓
嗣

　
（
３
㍍
５
㌢
６
㍉
）

※
全
国
大
会
出
場
の
紹
介
は
、
本
人
の
申
し

出
に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。〈
敬
称
略
〉
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◎問い合わせ・申し込み先／山陽ふれあい公園 ☎955-4432

　ご不明な点は、お気軽にお問い合わせください。

山陽ふれあい公園 第2期（7～9月）運動教室のご案内
7月から９月の３カ月間の運動教室のご案内です。どの教室も、初めての
人でも気軽に参加できます。この機会にぜひどうぞ。教室への参加を希
望する人は山陽ふれあい公園まで、お気軽にお問合せください。事前に
申し込みが必要です(先着順)。

教　室　名 曜日 時　　間 定員
7月のみ 都度払い

回数 参加費 参加費

★新しい教室が加わりました！

スポーツ吹き矢※ 金 14:00 ～ 15:00 4回 2,000円 600円

◆まとめ払いのみ
ヨガ（エクササイズ） 水 14:00 ～ 15:00 15人 11回 7,920円 ー
ヨガ（リフレッシュ） 金 18:45 ～ 19:45 15人 11回 7,920円 ー
ヨガ（アロマ） 土 9:15 ～ 10:15 15人 12回 8,640円 ー
ＳＬＯＷピラティス① 火 9:10 ～ 9:55 15人 11回 5,940円 ー
ＳＬＯＷピラティス② 火 10:05 ～ 10:50 15人 11回 5,940円 ー
ストレッチ 木 9:15 ～ 9:45 15人 11回 3,960円 ー
太極拳 火 14:00 ～ 15:00 10人 11回 7,920円 ー
はじめての簡化太極拳※ 火 15:10 ～ 16:10 10人 11回 7,920円 ー
太極拳入門※　 木 14:00 ～ 15:00 10人 10回 7,200円 ー
クロール初級 水 10:15 ～ 10:45 10人 10回 3,600円 ー
お試し３種※ 水 10:50 ～ 11:20 10人 10回 3,600円 ー
はじめてクロール※ 木 10:15 ～ 10:45 10人 10回 3,600円 ー
平泳ぎ初級 木 13:15 ～ 13:45 10人 10回 3,600円 ー
◆１回ずつの参加もＯＫ！
ボディパンプ※ 木 19:30 ～ 20:30 20人 11回 6,000円 600円
シバム 火 20:00 ～ 20:45 15人 10回 4,500円 500円
オリジナルダンス 水 10:00 ～ 10:40 15人 12回 5,400円 500円
足つぼリフレッシュ 火 19:15 ～ 19:45 15人 10回 3,000円 400円
かんたんエアロ 水 9:10 ～ 9:50 15人 12回 5,400円 500円
シェイプアップエアロ 水 20:00 ～ 20:40 15人 12回 5,400円 500円
アクアウォーキング 水 13:15 ～ 13:45 15人 11回 3,300円 400円
アクアウォーキング 木 10:50 ～ 11:20 15人 10回 3,000円 400円
アクアビクス 金 10:15 ～ 10:45 15人 12回 3,600円 400円
◆子ども向けスイミング教室（まとめ払いのみ）

幼児クラス
火 15:15 ～ 16:15 24人 10回 9,000円 ー
木 15:15 ～ 16:15 24人 10回 9,000円 ー

児童クラス①
火 16:15 ～ 17:15 30人 10回 9,000円 ー
木 16:15 ～ 17:15 30人 10回 9,000円 ー

児童クラス②
火 17:15 ～ 18:15 30人 10回 9,000円 ー
木 17:15 ～ 18:15 30人 10回 9,000円 ー

※新規開設または、内容が一部変更となる教室です。
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●赤磐市の人口 （平成27年6月1日現在）

人 　 口 44,717 人 （ ＋16 ）
男 　 性 21,391 人 （ ＋ 7 ）
女 　 性 23,326 人 （ ＋ 9 ）
世 帯 数 17,811 世帯 （ ＋24 ）

※（　）は5月1日との差

●平成27年5月赤磐市火災・救急発生状況 ※（ ）は平成27年の累計
火　　災　　別

計
救　　急　　別

計
建物 林野 車両 その他 交通 急病 一般 その他

本署 0

（1）
0

（0）
0

（1）
2

（5）
2

（7）
9

（41）
35

（239）
10

（46）
18

（92）
72

（418）
東出
張所

0

（1）
0

（0）
0

（0）
0

（0）
0

（1）
6

（14）
20

（104）
8

（32）
5

（25）
39

（175）

北出
張所

1

（2）
0

（0）
0

（0）
0

（1）
1

（3）
5

（12）
21

（78）
7

（21）
0

（2）
33

（113）

計 1
（4）

0
（0）

0
（1）

2
（6）

3
（11）

20
（67）

76
（421）

25
（99）

23
（119）

144
（706）

●平成27年5月赤磐市内交通事故発生状況〈概数〉  （赤磐警察署調べ）

総件数 人身件数 死亡者数 重傷者数 軽傷者数 物損件数
27年5月中 77 15 0 1 15 62 
26年5月中 96 31 0 1 30 65 
増        減 -19 -16 0 0 -15 -3 
27年5月末 387 84 1 13 107 303 
26年5月末 460 122 0 8 157 338 
増        減 -73 -38 1 5 -50 -35 

●今月の交通標語 「 そのスマホ  運転中は  ＮＯタッチ 」

●7月の保険料を期限内に納めましょう
固 定 資 産 税 2 期
国 民 健 康 保 険 税 2 期
介 護 保 険 料 2 期
後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 1 期

※期限は7月31日まで

みんなでね
えがおでなかよく
あそぼうよ

今月の人権啓発標語

■施設案内
吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター
草生テニスコート
　オムニコート（人工
芝）5面。照明設備完備
で夜 間 も利 用 できま
す。利用時間は吉井Ｂ＆
Ｇ海洋センターの開館
時間となります。

◆利用料金（1面あたり） 
◦市内料金…使用料  1時間300円 
　　　　　　照明料  1時間300円 
◦市外料金…使用料  1時間600円
　　　　　　照明料  1時間600円 

●7月の休日当番医（窓口受付 9:00～17:00）

5日㈰
小坂内科医院 ☎955-3344

吉井外科医院 ☎086-952-3331

12日㈰
赤磐医師会病院(小児科) ☎955-6688

山本クリニック ☎955-8868

19日㈰
熊山診療所 ☎995-1251

道満医院 ☎957-2111

20日㈪
桜井内科 ☎957-3012

景山医院 ☎995-2299

26日㈰
ますだ眼科クリニック ☎958-5558

鈴木医院 ☎086-952-0205

※■は、公益社団法人赤磐医師会管内の岡山市東区瀬戸町地域にある医療機関です。
　当番医については6月5日現在です。受診する場合は、あらかじめ確認してください。

●今月の相談（相談は無料で秘密は堅く守られます）

相談内容 日　　　時 場　　　所 問い合わせ先

【消費生活】 月曜日～木曜日（祝休日を除く）
10:00～16:00

本庁2階
消費生活相談室

本庁くらし安全課くらし安全班
☎955-4783

【無料法律】※要予約
岡山弁護士会所属弁護士
奥田　哲也・賀川　進太郎

7月10日㈮
13:00～16:00

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

本庁協働推進課
人権・男女共同参画班
☎955-1114

【なやみごと（人権）】
相談員／人権擁護委員

【行政】
相談員／行政相談委員

7月8日㈬
13：00～16：00

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

本庁協働推進課
人権・男女共同参画班
☎955-1114

7月15日㈬
13：00～15：00

仁美農村振興センター 吉井支所市民生活課
☎954-1183
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●7月の検診・定期救急講習など
1 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

2 木 ⃝子宮頸がん検診［吉井地域］
⃝子宮頸がん検診（吉井会館） 受付16：30～18：00

3 金 ⃝子宮頸がん検診［山陽地域］ 

4 土 ㊡桜が丘出張所

5 日

6 月 ㊡山陽郷土資料館

7 火 ⃝1歳6か月児健診（山陽保健センター） 受付12:45～13:15

8 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

9 木

10 金 ⃝育児相談（山陽保健センター） 受付9:45～10:30

★交通安全日 ★交通事故・交通違反ゼロの日 ★犯罪ゼロの日

11 土 ㊡桜が丘出張所 

12 日

13 月 ⃝子宮頸がん検診［山陽地域］ 
㊡山陽郷土資料館

14 火 ⃝子宮頸がん検診［山陽地域］

15 水
⃝子宮頸がん検診［赤坂地域］
⃝乳がん検診（視触診）［熊山地域］

㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

16 木 ⃝母親学級（山陽保健センター） 受付9:45～10:00

17 金 ⃝3歳児健診（山陽保健センター） 受付12:45～13:15

18 土 ㊡桜が丘出張所

19 日

20 月 ㊡山陽郷土資料館 ㊡桜が丘出張所 ★交通事故・交通違反ゼロの日

21 火

22 水 ⃝2歳6か月児歯科健診（山陽保健センター） 受付12:45～13:15

㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

23 木 ⃝幼児歯科教室（山陽保健センター）
　受付9:30～9:45、13:00～13:15いずれか〈※要申込〉

24 金

25 土  ㊡桜が丘出張所 ★交通安全日

26 日 ⃝定期救急講習（赤磐市消防本部会議室） 9:00～12:00

27 月 ㊡山陽郷土資料館

28 火 ⃝乳児健診（山陽保健センター） 受付12:45～13:15

29 水 ⃝乳がん検診（視触診）［熊山地域］
㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

30 木 ⃝育児相談（吉井保健センター） 受付9:45～10:00

★交通事故・交通違反ゼロの日

31 金

ライフ・カレンダー
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●7月のスポーツ施設スケジュール
山陽ふれあい公園 吉井B&G海洋センター

屋 内 プ ー ル 屋 内 プ ー ル
10:00

▼
20:30

9:00

▼
16:30

10:00

▼
12:00

14:00

▼
16:00

18:30

▼
20:30

1 水 ○ ○ ○ ○
2 木 ○ ○ ○ ○
3 金 ○ ○ ○ ○
4 土 ○ ○ ○ ○
5 日 ○ ○ ○
6 月 休館日 休館日
7 火 ○ ○ ○ ○
8 水 ○ ○ ○ ○
9 木 ○ ○ ○ ○

10 金 ○ ○ ○ ○
11 土 ○ ○ ○ ○
12 日 ○ ○ ○
13 月 休館日 休館日
14 火 ○ ○ ○ ○
15 水 ○ ○ ○ ○
16 木 ○ ○ ○ ○
17 金 ○ ○ ○ ○
18 土 ○ ○ ○ ○
19 日 ○ ○ ○
20 月 ○ ○ ○
21 火 休館日 休館日
22 水 ○ ○ ○ ○
23 木 ○ ○ ○ ○
24 金 ○ ○ ○ ○
25 土 ○ ○ ○ ○
26 日 ○ ○ ○
27 月 休館日 休館日
28 火 ○ ○ ○ ○
29 水 ○ ○ ○ ○
30 木 ○ ○ ○ ○
31 金 ○ ○ ○ ○

○屋内プール一般開放

■開館時間と利用料金
◇山陽ふれあい公園 （☎955-4432）
　午前9時～午後9時（日曜日・祝日 午後5時）
　［プール］ 高校生以上400円、中学生以下200円

※市内在住で65歳以上の人、障害者手帳または療
育手帳をお持ちの人は利用料が半額になります。
受付へ証明書を提示してください。

　［トレーニングルーム］ 300円
※トレーニングルームのご利用は高校生以上で初心

者講習修了者に限ります。初心者講習は開館時間
内でいつでも受講できます。

◇吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター（☎954-2323）
　午前9時～午後9時（日曜日・祝日 午後5時）
　［プール］ 高校生以上200円、中学生以下100円
　［トレーニングルーム］ 200円

※トレーニングルームのご利用は高校生以上です。
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■その他の公民館の住所・問い合わせ先
○赤坂公民館 （町苅田507／☎957-2211)
○笹岡公民館 （坂辺9／☎957-2214)

みんなでラジオ体操しませんか？
皆勤賞をめざそう！
■日時／7月21日㈫～8月29日㈯
　　　　午前6時30分～45分（日曜日、祝日は休み）
■対象／幼児～一般　　■参加費／無料
■申し込み／不要

そば亭「やよい」開店（1日限定）
そば打ち学校1期生が手打ちそばでおもてなし！ ご来店
をお待ちしております。
■日時／7月27日㈪　午前11時30分～午後1時
■定員／30人
■参加費／ざるそば400円（限定30食）
■申込開始日／7月6日㈪
※１人１食に限ります。

天文教室2015

流星群の観測方法の紹介や大型天体望遠鏡で金星や
土星の観測をします。一緒に観測しましょう！
■日時／7月18日㈯　午後7時～8時30分
■場所／竜天天文台公園
■対象／小学3年生～一般　　■定員／20人程度
■参加費／100円　　■持ち物／筆記用具
■申し込み／不要

たなばたのゆうべ
竜天天文台でたなばたのイベントを開催します。
■日時／8月1日㈯　午後6時～8時30分
■場所／竜天天文台公園
■内容／短冊に願いを書いて笹飾り、綿菓子のプレゼン

ト、バルーンアートや折り紙、ミニ花火大会
　※雨天の場合は、内容を一部変更して行います。
■参加費／無料　　■申し込み／不要

◆講座の受け付けは、各館とも午前9時からで、すべて先着順です。　◆定員のあるものは、定員になり次第締め切ります。
◆この公民館情報は、市ホームページでもご覧いただけます。市ホームページ▶http://www.city.akaiwa.lg.jp/index.html

夏休みわいわい広場「工作教室」
～スーパーボール作り、八面がえし作り～
あちこち飛び跳ねるスーパーボールと回転させていく
と絵が8場面に変わる紙のおもちゃを作ります。
■日時／7月25日㈯　午前9時30分～正午  
■講師／松本　達郎 さん
■対象／小学生　　■定員／20人
■参加費／無料　　■持ち物／絵の具、色鉛筆、水筒
■申込開始日／7月1日㈬

夏休みわいわい広場「作文教室」（全3回）
作文への取り組みを学び、実際に書いてみよう！
■日時／7月30日㈭、31日㈮、8月5日㈬
　　　　午後1時30分～4時30分
■場所／くまやまふれあいセンター会議室
　　　　ただし、7月31日㈮は熊山公民館大集会室
■講師／北川　久美子 さん
■対象／小学生　　■定員／25人
■参加費／無料　　■持ち物／筆記用具、水筒
■申込開始日／7月1日㈬

夏休みわいわい広場探検編「夜の動物園」
夜の池田動物園で、昼間とは違う動物たちの様子を観
察しよう！
■日時／8月7日㈮　午後6時～9時30分
■場所／池田動物園
■集合場所／熊山公民館1階ロビー
■対象／小学生　　■定員／20人
■参加費／1,000円（入園料込）
■持ち物／筆記用具、水筒、虫よけ
■申込開始日／7月15日㈬
※夜遅くなるので、食事を済ませてご参加ください。

夏休みわいわい広場「絵画教室」（全2回）
絵画への取り組みを学び、実際に描いてみよう！
■日時／8月11日㈫、12日㈬　午前9時～11時
■場所／くまやまふれあいセンター 会議室
■講師／越宗　晶代 さん　　■対象／小学生
■定員／20人　　■参加費／無料
■持ち物／水彩絵具、クレパス、水筒、タオルなど
■申込開始日／7月15日㈬

第55回ブルーシャトーコンサート
「フルート＆フラメンコギタージョイントコンサート」
■日時／7月26日㈰　午後2時～3時（開場…午後1時30分）
■出演／吉岡　慶博 さん、井本　実 さん
■曲目／アルハンブラ宮殿の思い出、愛のロマンス、宵

待草、川の流れのように、フラメンコナンバー ほか
■対象／乳幼児～一般　　■入場料／無料
■申し込み／不要

●熊山公民館 （松木623／☎995-1360）

●吉井公民館 （周匝136-1／☎954-1379）

●山陽公民館 （山陽1-10／☎955-9777）

●山陽公民館 （山陽1-10／☎955-9777）
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回 開催日 内　　容
1 7月14日㈫ 開講式・体力測定
2 7月28日㈫ ウォーキングと体操

3 8月25日㈫ 笑い文字・笑いヨガ
～笑顔でコミュニケーション～

4 9月15日㈫ 南京玉すだれに挑戦
5 10月20日㈫ 体力測定（事後）
6 11月24日㈫ ボランティア講習

夏休み工作教室（１）～木の自動車を作ろう～
夏休みの宿題は、工作教室で片付けよう！
■日時／7月25日㈯　午後1時30分～3時30分
■講師／手労研岡山支部
■対象／小学1年生～3年生　　■定員／15人
■参加費／200円　　■申込開始日／7月1日㈬

元気もりもり講座～熊山公民館編～（全6回）
今年は、熊山公民館でも「元気もりもり講座 熊山公民
館編」を開講します。楽しく体を動かし、仲間と一緒に
心や体の健康を守っていきませんか？ 3回目以降の詳
しい内容については、次号以降でお知らせします。
■日程

■時間／＜第1回・第2回＞ 午後1時30分～3時30分
■講師／辻　博明 さん　　■対象／60歳以上
■定員／30人
■参加費／500円（全6回分）
※材料費が別途必要になる回があります
■持ち物／上履き、運動のできる服装、タオル、飲み物
■申込開始日／7月1日㈬

ドキドキ講座「自然観察会」～田んぼの生き物に親しもう～
熊山公民館周辺の田んぼで、カエルや水生昆虫を探し
てみよう！
■日時／7月4日㈯　午前9時～11時
■集合場所／熊山公民館
■対象／幼児～一般（幼児～小学生は保護者同伴）　　
■定員／20人　　■参加費／無料
■持ち物／帽子、飲み物、すべりにくい履物（水に濡れて

よいもの）、タオル、網（あれば）
■申込開始日／7月1日㈬

ドキドキ講座「自然観察会」～フィールドサイン～
山陽地域の弥生公園で、セミの抜け殻を探し、どんな
種類のセミが生息しているか調査して見よう！
■日時／8月8日㈯　午前9時～11時
■場所／弥生公園
■対象／幼児～一般（幼児～小学生は保護者同伴）
■定員／20人　　■参加費／無料
■持ち物／筆記用具、帽子、飲み物、虫よけ
■申込開始日／7月15日㈬

夏休みこども囲碁・将棋教室（全4回）
勉強、スポーツも大事。手が空いたときに囲碁・将棋も
いいよ！
■日時／7月30日㈭、8月6日㈭、20日㈭、27日㈭
　　　　午後1時30分～3時30分
■講師／両宮地域　囲碁同好会の皆さん
■対象／小学生～中学生　　■定員／30人
■参加費／無料
■申込開始日／7月2日㈭

公民館まつり
グループ活動の皆さんの1年間の成果をご覧ください。
驚きの作品と卓越した演奏、圧巻の演技に舌を巻くこと
請け合いです！！
■日時・内容
・8月1日㈯…作品展示発表（午前10時～午後4時）
・8月2日㈰…ステージ発表（午前10時～午後4時）

7月思い出作り教室 ～元気に友だちと遊ぼう～
子どもたちの放課後支援を目的に、遊びを通して思い
やりの心を学びます。
■日時／7月1日㈬～31日㈮　午後4時～5時
※火曜日、日曜日、祝日は教室を休みます。
■対象／幼児、小学生、一般　　■定員／なし
■参加費／無料　　■申し込み／不要

家庭菜園講座
家庭菜園は多種少量生産、野菜に適した土作り、病気・
防虫対策を学び、収穫と食の喜びを味わいましょう！
■日時／7月13日㈪　午前10時～正午
■講師／ＪＡ岡山東営農指導員
■対象／一般　　■定員／20人
■参加費／500円
■申込開始日／7月1日㈬

シュークリーム作り教室
フランス語で「クリーム入りのキャベツ」の意味を持ち、
皆が喜ぶ手作りシュークリームに挑戦しよう！
■日時／7月15日㈬　午前9時30分～正午
■講師／阿部　千枝子 さん
■対象／一般　　■定員／12人
■参加費／500円
■持ち物／エプロン、三角巾、手拭用タオル
■託児／希望者は事前に申し込みが必要（1回につき負担

金1人100円必要）
■申込開始日／7月1日㈬

●西山公民館 （西中220-1／☎955-0777）

●西山公民館 （西中220-1／☎955-0777）

●高月公民館 （穂崎848-1／☎086-229-9777）

●熊山公民館 （松木623／☎995-1360）
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公民館講座のご案内
COMMUNITY CENTER

開催日 内　　容

9月8日㈫ ・人間関係の意義とコミュニケーションの力
（1）基本的信頼感から自立と適応へ

9月15日㈫
（2）人間関係と心の成長
（3）抑圧による人間関係の崩壊とストレス
（4）不適応行動　ほか

9月29日㈫ ・人間関係を築くために
（1）肌のふれあい　（2）声かけ

10月6日㈫ （3）アイコンタクトと笑顔　（4）遊ぶ
10月13日㈫ （5）聞く
10月20日㈫ （6）ほめる・読める・感謝する
10月27日㈫ （7）教える・提案する・頼む・励ます
11月10日㈫ （8）叱る　（9）任せて見守り、して見せる
11月17日㈫ （10）リラクゼイション

11月24日㈫
・教育相談（人間関係）を支えるカウセリング理論

（1）来談者中心療法　（2）行動療法
（3）理論療法　ほか

12月１日㈫ （5）精神分析
12月８日㈫ （6）実存分析

12月15日㈫ ・不適応行動
（1）不登校　（2）非行　（3）いじめ

12月22日㈫ （4）自閉症スペクトラム障害(発達障害)

1月12日㈫ ・自己理解
（1）パウムテス　　（2）エゴグラム

子育て講座～子供の心の発達を学んでみませんか？～
子どもの心の発達と親や家族のあり方についてもっと
知りたいと考えている人を対象に子育て講座を開催し
ます。
■日程表

■時間／午前10時 ～11時30分
■講師／杉山　嘉弘 さん（県青少年アドバイザー）
■定員／40人
■参加費／3,000円（テキスト代2,500円含む）
■託児／事前に申し込みが必要（1回につき負担金1人

200円必要）
■申込開始日／7月1日㈬

大人の社会見学
マッシュルーム栽培農園とヤクルト工場の見学をしま
しょう。
■日時／8月5日㈬　午前9時～午後5時
■内容／マッシュルームの栽培（瀬戸内市）、ヤクルト工

場（和気町）の見学
■対象／一般　　■定員／20人
■参加費／1,800円（昼食代含む）
■申込開始日／7月1日㈬　午前9時～
※窓口で受付
※申し込み多数の場合は、午前9時15分より抽選。

パソコン講座
自分のノートパソコンで受講する講座となります。ノート
パソコンの持ち込みができない人、動作が不安定なパソ
コンや対象機種に該当しないパソコンを持ち込まれた
場合は、当日受講できないことがあります。

［各コース共通］
■対象／一般　　■定員／各回10人
■受講料／各回3,000円（テキスト代別途）
■持ち物／各自のノートパソコン
※パソコンをお持ちでない人は受講できません。
■申込開始日／7月1日㈬
※窓口で受講料を添えてお申し込みください（電話不可）。

①自分のパソコンで覚える「パソコン入門」（1日編）
（対象機種 ： Windows vista／Windows 7）
※パソコンを初めてさわる人向け。基礎学習。
■日時／7月12日㈰　午前9時～正午、午後1時30分～4時30分
②自分のパソコンで覚える「パソコン入門」（1日編）

（対象機種 ： Windows 8／Windows 8.1）
※パソコンを初めてさわる人向け。基礎学習。
■日時／7月23日㈭　午前9時～正午、午後1時30分～4時30分
③自分のパソコンで覚える「ワード入門」（1日編）

（対象機種 ： Windows vista／Windows 7・Windows 8／
Windows 8.1で、Word 2007/2010/2013を搭載したパソコン）
※ワードを初めてされる人向け。基礎学習。
■日時／8月20日㈭　午前9時～正午、午後1時30分～4時30分
④自分のパソコンで覚える「エクセル入門」（1日編）

（対象機種 ： Windows vista／Windows 7・Windows 8／
Windows 8.1で、Excel 2007/2010/2013を搭載したパソコン）
※エクセルを初めてされる人向け。基礎学習。
■日時／8月30日㈰　午前9時～正午、午後1時30分～4時30分

るんるんエコ講座③
～牛乳パックですてきなうちわを作りましょう～
自分で作ったうちわを夏休みの宿題にいかがでしょうか。
■日時／7月30日㈭
　　　　①午前10時～正午 ②午後1時30分～3時30分
■場所／エコプラザあかいわ（赤磐市環境センター）
■対象／小学生～一般　　■定員／各回10人
■参加費／無料
■持ち物／エプロン、手拭用タオル
■申込開始日／7月1日㈬

フラワーアレンジメント講座（プリザーブドフラワー）
涼しげにおしゃれなフラワーリースを作りましょう。
■日時／7月17日㈮
　　　　①午前10時～正午　②午後1時～3時
■講師／荒木　ゆかり さん
■対象／一般　　■定員／各回10人
■参加費／2,000円（材料代）
■申込開始日／7月1日㈬

●中央公民館 （下市337／☎955-0069） ●中央公民館 （下市337／☎955-0069）
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日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

●利用案内
7月1日㈬から9月30日㈬まで、「サマータイム」として図書館の開館時間が変わります。
いつもより開館時間が長くなる各地域の図書館で、有意義な時間をお過ごしください。
♢開館時間…中央図書館 ： 午前9時～午後7時（木曜日は午前9時～午後8時）
　　　　　　赤坂・熊山・吉井図書館 ： 午前9時～午後6時
♢図書館休館日…毎週月曜日／館内整理日（7～9月、12月を除く毎月最終金曜日）／
　年末年始（12月28日～1月4日）／特別整理期間
★はじめて本を借りるときはカウンターで「利用者カード」を作ってください。
　免許証、健康保険証、生徒手帳など住所、氏名が確認できるものをお持ちください。
　※市内に在勤・在学の人は勤務先・通学先が分かるものが必要です。
　※小学生以下は、保護者が申請してください。

■7月の休館日

赤磐市内全図書館休館日

●各図書館の問い合わせ先
♢中央図書館…☎955-0076／FAX 955-0083　　　♢赤坂図書館…☎957-2212／FAX 957-9450

♢熊山図書館…☎995-1273／FAX 995-3823　　　♢吉井図書館…☎954-9200／FAX 954-9201

　中央図書館では、夏休み特別企画として、親子で楽
しめるイベントを企画しました。みんなで作って、楽し
いひとときを過ごしませんか？

●夏休みの宿題解決大作戦！！ 第1弾（※要申込）
「夏休み☆ワクワク工作教室」
オリジナルランプシェードづくりにちょうせん！
　身近にあるストローと紙皿で簡
単ランプシェードを作って、この夏
の夜を楽しんでみませんか？ 世
界にひとつだけのランプシェード
づくり体験で、心に癒しの灯を。
■日時／7月30日㈭
　　　　午前10時30分～正午
■場所／中央図書館 多目的ホール
■講師／越宗　晶代さん
■対象／小学生と保護者（※必ず保護者も一緒にご参

加ください）
■定員／小学生15人　　■参加費／無料
■申込開始／7月1日㈬ 午前10時
■申し込み先／中央図書館（電話可）

●夏休みの宿題解決大作戦！！ 第2弾（※要申込）
「電一郎先生のふしぎ電気実験教室」
親子で作るペットボトルソーラーエコランプ
　岡山市内にある環境学習セ
ンター「アスエコ」で大人気の
電一郎先生と一緒に、電気の
しくみを知る実験やオリジナ
ルのエコランプづくりを楽し
みましょう♪
■日時／8月11日㈫ 午後2時～3時30分
■場所／中央図書館 多目的ホール
■講師／電一郎先生
■対象／小学生と保護者（※必ず保護者も一緒にご参

加ください）
■定員／小学生15人　　■参加費／無料
■申込開始／7月1日㈬ 午前10時
■申し込み先／中央図書館（電話可）

○ 夏休み子ども向けイベント

『チップとデール』（56分）
　チップとデールはいたずらが大好き! 「リスの山小屋
合戦」「リスの住宅難」「リスの食糧難」「リスのコール
タール騒動」「リスとヒヨコ」「リスの雪かき」など、全８
話を上映します。
■日時／7月18日㈯　午後2時～
■場所／中央図書館 多目的ホール
■参加費／無料　　■申し込み／不要

きらり☆しあたー：子ども版映画上映会

『もっと知りたい！ 宇宙のこと①～夏の夜空～』
　知ってトクする、今年の夏休みに見える星や惑星に
ついてご紹介します。
■日時／7月11日㈯　午後2時～3時
■場所／中央図書館 多目的ホール
■講師／辰巳　直人さん（竜天天文台公園天文指導員）
■対象／小学3年生～一般
■参加費／無料　　■申し込み／不要

図書館知っトク講座

　この夏休み、図書館の仕事をちょっとのぞいてみま
せんか？ 本が大好きなあなた！ ぜひ参加してね。
■日時／7月28日㈫～8月12日㈬
　　　　※休館日・土日を除く
■場所／赤坂・熊山・吉井図書館
■対象／小学5年生～中学生
■問い合わせ・申し込み先／7月11日㈯までに各図書館へ

チャレンジ図書館員大募集！

　第61回青少年読書感想文全国コンクール課題図
書・岡山県指定図書は、夏休みに貸出希望が集中しま
す。そこで、多くの皆さんに利用していただくため、7月
1日から8月31日までの期間は、貸出期間を１週間と
させていただきます。貸出中の場合は予約し、お早目
にご利用ください。

課題図書・指定図書の貸出期間について
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■70歳以上75歳未満の人
＜高齢受給者証の更新＞
　高齢受給者証を8月に更新します。新しい高齢受給者証は
７月下旬に送付しますので、記載内容を確認して、8月1日か
らご使用ください。
＜限度額適用・標準負担額減額認定証の交付申請＞
　医療機関窓口での支払いが、高額療養費の自己負担限
度額までとなり、入院時の食事代も減額になる「限度額適用・
標準負担額減額認定証」の有効期限は7月末です。市民税
非課税世帯の人で引き続き認定証が必要な人は、再度申請
が必要です。
■70歳未満の人
＜限度額適用認定証、標準負担額減額認定証の交付申請＞
　医療機関窓口での支払いが、高額療養費の自己負担限
度額までとなる「限度額適用認定証」と、市民税非課税世帯
の人で、入院時の食事代が減額になる「標準負担額減額認
定証」の有効期限は7月末です。引き続き認定証が必要な人
は、再度申請が必要です。
　なお、国民健康保険税を滞納している世帯には「限度額
適用認定証」が交付できません。
■問い合わせ先
　・本庁市民課国保年金班　☎955-1113
　・赤 坂 支 所 市 民 生 活 課　☎957-4821
　・熊 山 支 所 市 民 生 活 課　☎995-1214
　・吉 井 支 所 市 民 生 活 課　☎954-1183

　国民年金には、経済的な理由などから保険料を納めること
が困難な場合には、本人の申請により、保険料の免除、または
納付が猶予される制度があります。
　すでに申請している人で７月以降も引き続き希望する人は
新たに申請が必要です。
■問い合わせ先
　・本庁市民課国保年金班　☎955-1113
　・赤 坂 支 所 市 民 生 活 課　☎957-2222
　・熊 山 支 所 市 民 生 活 課　☎995-1214
　・吉 井 支 所 市 民 生 活 課　☎954-1183

　児童手当を受けている人に対して、「現況届」を送付して
います。現況届は毎年６月１日現在の状況を記入し、児童手
当を引き続き受ける要件を満たしているかどうかを確認する
ための書類です。提出がない場合には、６月分以降の手当が
受けられなくなります。提出がまだの人は至急提出してくださ
い。
■問い合わせ先
　・本庁子育て支援課　☎955-2635

　消費税率の引き上げによる子育て世帯の負担を緩和する
ために「子育て世帯臨時特例給付金」を支給します。
　申請書は児童手当現況届と一緒に郵送していますので、
支給対象となる人は９月１日㈫までに申請してください。
　公務員は勤務先から申請書が配布されますので、５月31日
時点で住民票がある自治体に申請してください。
※振り込め詐欺にご注意ください！
　市などが子育て世帯臨時特例給付金の手続きに関する
手数料の支払いや振込を求めたり、ATM（現金自動預払
機）の操作をお願いしたりすることは絶対にありません。不審
な電話や郵便が届いたら、迷わず市の窓口または警察署に
連絡してください。
■申請方法に関する問い合わせ先
　・本庁「給付金窓口」　☎955-1267
　・本庁子育て支援課　☎955-2635
■制度に関する問い合わせ先
　・厚生労働省専用ダイヤル　☎0570-037-192

　現在、ひとり親家庭等医療費の資格者の皆さんへ更新手
続きの案内を送付しています。該当する人でまだ更新の手続
きをしていない人は、早急にお願いします。
※今回の更新から、申請書の提出が必要となっています。手
続きをしないと、資格は更新されませんのでご注意ください。

■問い合わせ先
　・本 庁 子 育て支 援 課　☎955-2635
　・赤坂支所健康福祉課　☎957-4822
　・熊山支所健康福祉課　☎995-1293
　・吉井支所健康福祉課　☎954-1374

児童手当現況届の提出を忘れていませんか？ 国民健康保険に関するお知らせ

国民年金保険料の免除・納付猶予制度

子育て世帯臨時特例給付金の申請を
受け付けています

ひとり親家庭医療等医療費受給資格者証の
更新手続きはお済みですか
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■身体障害者・知的障害者相談員とは
・身体障害者相談員…身体に障害がある人の相談に応

じ、また関係機関との調整などを行う人のことです。
・知的障害者相談員…知的に障害がある人の相談に応

じ、また関係機関との調整や社会生活のために必要な
助言などを行う人のことです。

■身体障害者相談員
＜山陽地区＞
　今井　哲彦　☎955-0496／山部　博通　☎955-6697
　金島　伸吉　☎955-1620／田村　正明　☎086-229-2357
＜赤坂地区＞
　小西　憲勝　☎957-3264／頼則　幸穂　☎957-4377
＜熊山地区＞
　藤田　照代　☎995-2212／石野　哲生　☎995-0021
＜吉井地区＞
　平井　千里　☎954-0640／岡森　裕幸　☎954-0774
■知的障害者相談員
＜山陽地区＞ 鳥羽美智代　☎955-3158
＜赤坂地区＞ 坂本　朝子　☎957-2749
＜熊山地区＞ 西田　典子　☎995-2730
＜吉井地区＞ 金谷　将弘　☎954-0068

※住民の皆さんから受けた相談内容について秘密は守り
ます。個人情報やプライバシーの保護に配慮した支援
を行います。お気軽にご相談ください。

■問い合わせ先
　・本庁社会福祉課　☎955-1115

　市は、任期満了に伴う教育委員会
委員の任命について、市議会の同意
を得て、日名智子さん（下市・46歳）を
任命（再任）しました。委員の任期は
５月20日から４年間です。
　また、市教育委員会は、委員長に
内田惠子さんを選任（再任）しました。
委員長の任期は５月20日から１年間
です。
■問い合わせ先
　・教育委員会教育総務課　☎955-6807

　介護保険制度の変更に伴い、今まで一律「１割」であった
介護保険サービスの利用負担が、平成27年８月から、一定以
上の所得のある人は「２割」になります。
　一定以上の所得のある人とは、次の①から③の全てに当
てはまる人です。

①本人が市民税を課税されている
②本人の合計所得金額が160万円以上
③同一世帯の介護保険第1号被保険者（65歳以上の

人）の年金収入＋その他の合計所得金額※が、単身
世帯で280万円以上、2人以上世帯で346万円以上

※「その他の合計所得金額」とは、合計所得金額から、年金
の雑所得を除いた所得金額をいいます。

　介護保険の認定を受けている人には、7月末までに、1人に
1枚、利用者負担（１割か２割）が記載された介護保険負担
割合証を送付しますので、介護サービスを利用される際に介
護保険被保険者証と併せてサービス提供事業所に提示して
ください。
■問い合わせ先
　・本庁介護保険課　☎955-1116

　市では、ごみ減量化の一環として、生ごみ処理容器購入
費の補助を行っています。
　１世帯につき、電気式生ごみ処理容器は１基、それ以外の
生ごみ処理容器（コンポストなど）は２基までで、３万円を上
限に購入費用の２分の１以内（百円未満は切り捨て）の補助
をしています。
　補助金の交付を受けるためには、購入前に申請書を提出
する必要があります。詳しくはお問い合わせください。
■問い合わせ先
　・本 庁 環 境 課　☎955-5347
　・赤坂支所市民生活課　☎957-4823
　・熊山支所市民生活課　☎995-1214
　・吉井支所市民生活課　☎954-1183

身体障害者・知的障害者相談員をご存じですか？介護保険負担割合証について～要支援・要介護認定者
を対象に介護保険負担割合証を交付します～

生ごみ処理容器を購入しませんか

教育委員会委員を任命、委員長を選任

利用者負担（1割
か2割）が記載さ
れています。
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■募集団地
　▶団地名／福田（福田320）
　▶戸数／３戸　　▶規格／３ＤＫ
　▶家賃月額（入居時）／13,000円～36,200円
■募集期間　７月１日㈬～14日㈫
■申込方法　入居申し込みは本人または家族の人が、吉井

支所産業建設課へ直接申し込んでください。
※申し込み多数の場合は抽選となります。
※入居要件については、本庁都市計画課または支所産

業建設課へお問い合わせください。
■問い合わせ・申し込み先
　・吉井支所産業建設課　☎954-1366
■問い合わせ先
　・本 庁 都 市 計 画 課　☎955-1485
　・赤坂支所産業建設課　☎957-4824
　・熊山支所産業建設課　☎995-1217

　市では、５月18日、赤磐市消防本部にて、岡山県測量設計
業協会および中国地質調査業協会岡山県支部と「災害時
における応急対策業務等に関する協定」を締結しました。
　災害が発生した場合に備え、設計や測量、地質調査など
の委託業務を専門とする事業者が加盟する協会と、応急対
策に関する協力協定を締結することで、災害直後の道路、公
共施設などの被害状況を的確に把握し、効率的かつ効果的
な応急対策の実現を図ることができる体制を構築できるよう
定めるための協定です。
■問い合わせ先
　・本庁くらし安全課　☎955-2650

赤磐市営住宅公募のご案内

災害時における協定を締結しました

　新規就農者を対象とした補助金を市の新規事業として実
施します。
■内容　施設の新増築・農業用機械の導入への補助（補助

率１/２、上限100万円）
■対象

・市内在住で、市内に営農の拠点がある専業の新規就
農者

・就農時の年齢が45歳未満で、就農から５年以内の人
・青年就農給付金など他の補助金をもらっていない人
※その他にも細かい条件があります。詳しくはお問い合わ

せください。
■申込期限　7月31日㈮
■問い合わせ・申し込み先
　・本庁農林課　☎955-6174

　５月18日、中央公民館で市と男女共同参画団体ネットワー
ク共催による男女共同参画セミナーを開催しました。
　上岡美保子さん（トマト銀行取締役）を講師に迎え、「一度
の人生 思いきりがんばり楽しむ！！」と題し、自身の経験をもとに、

「働き続けること、頑張れば必ず見ていてくれる人がいること、
『断らないこと』が大事」などと話をされました。最後に、あた
りまえのことも視点をかえていくことが大切で、何を幸せとす
るか、「人生は一度だけ、思いきりがんばり楽しみましょう」と
締めくくられました。受講者からは、講師の赴任先のスウェー
デンの話を聞き、男女差は自然にはなくならない事が分かった
などの感想が聞かれました。
　また、同日に、今年度で10回目となる赤磐市男女共同参画
団体ネットワークの総会が開催されました。同ネットワークは、
男女共同参画社会づくりに向けた活動を行っている団体や
グループの相互交流と連携、市民参画によるまちづくりを目的
に活動しています。
■問い合わせ先
　・本庁協働推進課　☎955-1114

新規就農者を対象にした
市の補助金ができました

男女共同参画セミナー
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■注意事項
・応募作品は1人1点までです。
・応募作品は未発表のものに限ります。
・応募作品の著作権などにかかわる問題が生じた場合

は、すべて応募者の責任とします。
・応募作品の使用などに関する権利は、すべて主催者に

帰属するものとします。
・応募時に記入した氏名などの個人情報は、人権啓発の

ために使用し、他の目的には一切使用しません。
■その他

・優秀作品の出品者は、12月６日㈰開催の「人権を考える
つどい」で表彰を行います。

・優秀作品は、平成28年版赤磐市人権啓発カレンダーに
掲載します。また、人権啓発作品展（1月予定）など、機
会をとらえて掲示を行います。

・応募者全員に参加賞があります。
■問い合わせ・提出先

・本 庁 協 働 推 進 課　☎955-1114
・赤坂支所市民生活課　☎957-2222
・熊山支所市民生活課　☎995-1214
・吉井支所市民生活課　☎954-1183

　市と市教育委員会では、お互いの人権が尊重される社会
を目指し、人権標語を募集します。
■内容　思いやりの大切さを呼びかける標語、人権尊重の

大切さを訴える標語などあらゆる人権に関する標語を募
集します。

■応募資格　高校生以上の市内在住・在勤・在学の人
※子どもの部（園児・小中学生）については原則、各園、各

学校を通じての募集となります。
■応募方法　Ａ4版サイズまでの用紙に標語（30字以内）と

氏名、住所、連絡先を記載の上、応募してください。応募用
紙は、担当課窓口にあります（市ホームページにも掲載して
います）。

■募集期限　９月２日㈬ ※必着

人権標語募集（一般の部）

～人“いきいき”まち“きらり”～

赤磐市じんけん学習講座

●問い合わせ・申し込み先／教育委員会社会教育課 ☎955‐0783 ・ FAX955‐6060

テーマ
人権意識の向上を
目指す環境づくり

日　　時 講座内容／講師 場　　所

7月24日㈮
午後3時～5時

開講式
▶講義 ＝ 「みんなの人権」
▶講師 ＝ 教育委員会社会教育課 社会教育指導員／松田　孝

中央公民館
2階 視聴覚室

8月6日㈭
午後3時～5時

▶講義 ＝ 「子どもの心に寄り添うために～いま、私たちにできること～」
▶講師 ＝ 岡山理科大学ほか 非常勤講師／市場　恵子 さん

（男女共同参画セミナー共催）

中央公民館
2階 視聴覚室

8月20日㈭
午後3時～5時

▶講義 ＝ 「インターネットによる人権侵害～ネット被害と子どもたち～」
▶講師 ＝ 福山大学経済学部 准教授／小林　正和 さん

中央公民館
2階 視聴覚室

8月28日㈮
午後3時～5時

▶講義 ＝ 「子どもたちを被害者にも加害者にもしないために
　　　　　　　　　　　　　　　　 ～犯罪被害者の人権を考える～」
▶講師 ＝ NPO法人おかやま犯罪被害者サポート・ファミリーズ 

 理事長／川﨑　政宏 さん

中央公民館
2階 視聴覚室

12月6日㈰
午後1時～3時 ▶講演 ＝ 人権を考えるつどい 吉井会館

12月25日㈮
午前8時30分
　 　 ～午後5時

フィールドワーク（視察研修）
福山市人権平和資料館
ホロコースト記念館

笑顔と思いやりの輪を広げていきましょう。 皆さんの申し込みをお待ちしています。
■期間／7月24日㈮～12月25日㈮ （6回継続講座） ※4講座以上受講した人には、修了証を発行します。

■場所／中央公民館ほか　　■対象／市内在住・在勤・在学の人　　 ■定員／30人
■参加費／無料　　　　　　■申込期限／7月17日㈮　　　

市では、
平成26年10月21日に

人権尊重都市宣言を
しました
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情報公開制度

個人情報保護制度

市では、公正で開かれた市政を一層推進するために情報公開制度を実施しています。この制度は、市の
職員が職務上作成し、または取得した文書・図画などの公文書を皆さんが閲覧したり、写しを請求したり
できるものです。市政と皆さんとの相互のよりよい信頼関係を築いていくために、より有効な情報提供
などに努めます。制度をご活用ください。

■個人情報登録業務の新規届け出件数

■公文書開示請求の状況

■新規個人情報登録業務内容

■開示請求などの件数および処理状況

平成26年度
運用状況

実施機関 届け出件数
教育委員会 3

合　　計 3

実施機関
請求件数 処理状況

期間延長
（内数） 開示 一部開示 不開示 却下 取下げ

市　　長 1 0 0 1 0 0 0
合　　計 1 0 0 1 0 0 0

※訂正または削除の請求、目的外利用などの中止の請求はありませんでした。

実施機関
請求件数 処理状況

期間延長
（内数） 開示 部分開示 不開示 却下 取下げ

市 長 20 0 10 8 2 0 0
教 育 委 員 会 6 0 4 1 1 0 0
消 防 長 2 0 2 0 0 0 0
議 会 5 0 2 1 2 0 0
監 査 委 員 2 0 2 0 0 0 0
農 業 委 員 会 5 1 0 5 0 0 0
公営企業管理者 2 0 0 2 0 0 0
合 計 42 1 20 17 5 0 0

■不服申し立ておよびその処理状況
　①不服申し立て件数…１件　②不服審査会での答申…１件
　③不服審査会での審理中案件…０件
　※①不服申し立て件数には、前年度からの継続案件は含みません。

市では、個人情報保護制度により皆さんの個人情報を保護し、公正で信頼される市政の推進を図っていま
す。この制度は、市が保有する個人情報の基本的な取り扱いのルールを定めるとともに、市に自分の個人
情報を管理されている人が、自分自身の個人情報を閲覧したり訂正したりすることができるものです。

平成26年度
運用状況

■不服申し立ての状況　不服申し立てはありませんでした。

●制度に関する問い合わせ・相談先／本庁総務課 ☎955-4782

実施機関 業務内容
教育委員会 学校支援地域本部事業

教育委員会 大学生、高校生パワー活用事業

教育委員会 給食費滞納対策事業
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T

タウン・トピックス

2015.4 ▶ 2015.5

　5月11日、中央公民館で春の交通安全県民運動街
頭啓発の出発式が行われ、約150人が参加しました。
　地元保育園児による鼓隊演奏と歌で開演し、同
園の園児により「道路へはとびだしません」など交
通宣言が行われました。その後、岡山県警白バイ、
パトカーを先頭に街頭啓発に出発し、市内各地域で
ドライバーへ交通安全を呼びかけました。

交通事故・違反ゼロを願い
春の交通安全県民運動街頭啓発出発式

　５月２２日、長尾にある山の間遺跡の現地公開が
開催され、地元住民や歴史ファンなど約150人が遺
跡の見学に訪れました。 
　山の間遺跡は、弥生から古墳時代にかけての集
落跡であることが知られていましたが、今回、あか
いわ山陽総合流通センター内の造成工事により影響
を受ける箇所について、発掘調査を実施しました。 
　調査の結果、５世紀後半から６世紀前半ごろの古
墳時代の集落跡が見つかり、竪穴住居と呼ばれる地
面を掘りくぼめて屋根を設けた建物の跡などが検出
されました。現地では、遺跡から出土した須

す え き

恵器や
土

は じ き

師器といった、当時の人々が使用した食器や調理
具が展示され、参加者は担当者に熱心に質問を投
げかけていました。 
　市内には両宮山古墳をはじめとする数多くの古墳
が残っていますが、それに比べ、同時期の集落の調
査事例はあまり多くないのが現状です。 
　今回の山の間遺跡の調査は、赤磐市の古墳時代
の集落の様相が分かる貴重な成果と言えます。

古墳時代のムラを発掘
山
や ま

の間
ま

遺跡現地公開

　５月２０日、笹岡小学校で、人権スポーツふれあい
教室がありました。女子サッカーなでしこリーグの湯
郷ベルの監督と選手５人を招いて、チームワークの
大切さ、家族や周りの人への感謝の気持ち、困って
いる人を助けよう、思いやりの心を持とうなど、人権
の大切さについてのお話を伺いました。また、その
後のレクリエーションではボールを使ったゲームを
し、グループの友達と助け合い、選手との楽しいひと
ときを過ごしました。
　この教室は、「人権の花」運動とも連動して、子ど
もたちの人権意識の向上を目指しています。

人権の大切さを考えました
人権スポーツふれあい教室
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　教育委員会では「子どもは赤磐の宝」をキャッチ
フレーズに一言声かけ運動に取り組んでいます。地
域の皆さんのご協力のもと、子どもたちの健やかな
成長を願い、市内全域にのぼり旗を設置して、子ど
もたちの安心安全を見守っていただいています。
　引き続き、子どもたちの登下校中や近所で見かけ
たときなどには、声かけにご協力お願いします。

「おはよー、おかえりー。」
一言声かけ運動実施中

　5月17日、第62回岡山県消防操法訓練大会が岡山
県消防学校で行われ、赤磐市の代表として吉井方面
隊第2分団第3部（滝山・中山）が小型動力ポンプ操
法の部に出場しました。
　当日は晴天の中、各地区の大会を勝ち抜いた21チ
ームが参加し、優勝を目指して日々取り組んできた
練習の成果を発揮しました。
　赤磐市代表選手たちは、連日夜遅くまで頑張って
きた練習を信じ、また、多くの市民の皆さんや消防
団関係者の応援を糧に全力を尽くしました。結果
は、入賞を逃すも、一番員である枝光選手が優秀番
員賞を受賞しました。

◦指揮者…荒島　英次　◦１番 員…枝光　一哉
◦２番 員…橘　　裕之　◦３番 員…荒島　孝治
◦補助員…滝谷　嘉一　◦補　欠…藤原　信昭

小型動力ポンプ操法
第62回岡山県消防操法訓練大会

　4月24日、平成27年度全国消防長会中国支部消防
職員意見発表中国大会が倉敷市で開催され、岡山県
の代表として赤磐市消防本部から藤田浩之消防士が
発表し、優秀賞を受賞しました。
　テーマは「あたりまえになるために」で、ＡＥＤの
使い方の普及は消防職員だけが行うのではなく、市
民の皆さんがお互いに教え合うことで、携帯電話

（スマートフォンなど）のように当たり前にＡＥＤが使
える世の中にしたいという思いを熱く訴えました。
　消防本部では、毎月、AEDの使い方などを学んで
いただく、救命講習を開催しています。ぜひ１度ご参
加ください。詳しくは８ページをご覧ください。

ＡＥＤも携帯電話のように当たり前に
全国消防長会中国支部消防職員意見発表 中国大会出場

　５月２５日、山陽小学校の３年生が、校庭にある桃
の木に袋かけ作業を行いました。
　農家の人たちに、袋かけをする理由や袋のかけ方
を教わった後、一つ一つ丁寧に袋をかけていまし
た。作業後、農家の人たちへの質問時間には、「お
いしい桃の見分け方を教えてください」や「どうして
桃はお尻のような形をしているの」と興味津々に質
問をしていました。

あまい桃に育ってね！
桃の袋かけを体験
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　５月２０日、仁堀中にある「仁美っ子米農園」の看
板が掲げられた水田で、仁美小学校の全校児童２８
人が田植えを体験しました。
　児童たちは、横一列に並び、はだしで水田に入る
と「冷たい」と声を上げながら、ひもに付けられた目
印に合わせてもち米の苗を３・４本ずつ植えていきま
した。９月下旬に収穫し、来春の卒業式に赤飯と紅白
もちにして全校児童が持ち帰る予定だそうです。

おいしいお米になりますように！
昔ながらの田植えに挑戦

　５月１８日、岡山県農林水産総合センター農業大学
校で、石相保育園の年長・年中の２０人がいちご狩り
を楽しみました。
　園児たちは、学生たちにいちごの摘み取り方を教
わると、「あまい！おいしい！」と真っ赤ないちごを頬
張っていました。いちごをお腹いっぱい食べた後
は、保育園で待つ小さな子たちへのお土産として、
大事そうにいちごを摘み取っていました。

あまい！おいしい！お腹いっぱい！
保育園児がいちごの収穫体験

6月8日、稲蒔の水田で、佐伯北
保育園の園児5人が田植え体験
をしました。泥に足を取られて転
びそうになっていましたが、先生
たちに手伝ってもらいながら一
生懸命苗を植えていました。

今 月 の 表 紙

▶田植え体験の撮影に行ってきました。苗を植えながらこちら
に笑顔を見せるという難しいことをやろうとしてくれました。
器用に同時にこなす子もいればカメラに気を取られて手元が
おろそかになってしまう子もいてかわいかったです。（藤原）

▶チャレンジデーの日には、いきいきと体を動かす皆さんを取
材しました。体の硬い私ですが、ストレッチなどで体を動かし、
健康に気を付けて過ごしたいと思いました。（栗政）

編 集 者 の つ ぶ や き

　５月１５日、周匝にある吉井川河川公園で、吉井川
南部漁業協同組合（藤井隆之代表理事組合長）が
主催し、稚アユの放流が行われました。
　放流には、吉井地域の保育園児４０人が参加し、
バケツに入った体長１０㌢ほどのアユ約２万匹を放流
しました。園児たちは清流をさかのぼっていくアユ
に「頑張れ」や「元気に大きくなってね」などと声を
かけて見送っていました。

早く大きくなってね！
吉井川で稚アユの放流

　５月１８日、岡山県庁で平成２７年度永年勤続町内
会長・区長等知事表彰式があり、多年にわたる地域
活動の推進と住民自治の発展に貢献した功績によ
り、酌田区長の森本良一さんが受賞されました。
　これからますますのご活躍をお祈りしています。

受賞おめでとうございます
永年勤続町内会長・区長等知事表彰
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読
者
の

広
場
　

問秘書企画課 ☎955-4770

このコーナーでは、
みなさんからの投稿を
お待ちしています。
９月号は７月１５日㈬が
記事の締め切りです。

◆
日
時
／
７
月
18
日
㈯

　

午
後
２
時
～
４
時
30
分

◆
場
所
／
岡
山
天
神
文
化
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

◆
入
場
料
／
無
料

◆
内
容
／「
熊
山
遺
跡
仏
塔
説
を
巡
る

諸
見
解
」

・
基
調
講
演
・
パ
ネ
リ
ス
ト
…
曽
根
正

人（
就
実
大
学
院
教
授
）、上
原
真
人

熊
山
遺
跡
群・調
査
研
究
会

創
立
15
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
奈
良
埋
蔵
文
化
研
究
所
）、亀
田
修
一

（
岡
山
理
科
大
学
教
授
）

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
…
出
宮
徳
尚

（
熊
山
遺
跡
群
調
査
・
研
究
会
会
長
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
熊
山
遺
跡
群
調
査
・
研
究
会
事
務
局

　

大
河
内 

☎
０
８
６
９（
２
６
）３
１
５
５

催し

　

赤
坂
剣
友
会
で
は
、剣
道
を
通
じ
て

礼
儀
や
集
中
力
な
ど
、将
来
社
会
で
必

要
な
力
を
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
の
中
で
、

楽
し
み
な
が
ら
自
然
と
身
に
付
い
て
い

き
ま
す
。

　

保
護
者
の
皆
さ

ん
か
ら
も
「
自
分

の
弱
さ
を
実
感
し

た
よ
う
で
、克
服

す
る
に
は
ど
う
す

れ
ば
良
い
か
、自

問
自
答
し
な
が
ら

赤
坂
剣
友
会 

会
員
募
集

練
習
に
通
い
、一
つ
ず
つ
山
を
越
え
る
た

び
に
、自
信
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で

す
」と
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
一
度
、真
剣
に
取
り
組
む
姿
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
週
２
回（
火
曜
日
・
土
曜
日
）

　

午
後
６
時
30
分
～
８
時

◆
場
所
／
軽
部
小
学
校
体
育
館

◆
対
象
／
小
学
生

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
菅
谷 

☎
０
９
０（
３
６
２
９
）８
０
７
６

・
山
岡 

☎
０
９
０（
６
４
０
１
）８
９
５
０

募集
　

囲
碁
を
愛
す
る
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
／
８
月
30
日
㈰

・
受
付
…
午
前
９
時
～

・
試
合
開
始
…
午
前
９
時
30
分
～

◆
場
所
／
中
央
公
民
館
３
階 

展
示
室

◆
対
象
／
市
内
在
住
在
勤
在
学
の
人
、市

内
の
囲
碁
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
て
い
る
人

◆
定
員
／
80
人

◆
参
加
費
／
千
円（
弁
当
代
込
み
）

◆
申
込
方
法
／
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、申
し
込
み
先
へ
提
出
（
市

第
３
回 

赤
磐
市
市
民
囲
碁
大
会

内
の
囲
碁
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
て
い
る

人
は
、所
属
サ
ー
ク
ル
の
代
表
へ
提
出
）

※
申
込
用
紙
は
、各
公
民
館
や
図
書
館

な
ど
に
あ
り
ま
す
。

◆
申
込
期
間
／
７
月
１
日
㈬
～
31
日
㈮

◆
問
い
合
わ
せ・
申
し
込
み
先

・
赤
磐
市
囲
碁
連
盟

　

赤
磐
市
市
民
囲
碁
大
会
実
行
委
員

会
事
務
局　

川
手

　

☎
０
９
０（
３
１
７
１
）７
８
５
１

催し

　

実
際
に
体
験
し
た
少
年
時
代
の
様

子
を
、戦
争
を
知
ら
な
い
若
い
世
代
に

伝
え
た
い
、知
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
７
月
30
日
㈭

　

午
後
２
時
～
４
時

◆
場
所
／
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー

◆
内
容
／
戦
争
体
験
、学
校
の
様
子
、

家
族
の
生
活
、天
皇
陛
下
が
慰
霊
訪

問
さ
れ
た
ペ
リ
リ
ュ
ー
島
で
の
戦
争

な
ど
に
つ
い
て

◆
主
催
／
桜
が
丘
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
企
画
担
当　

安
藤 

☎（
９
９
５
）３
７
１
４

戦
後
70
年
に
あ
た
っ
て

― 

私
た
ち
の
子
ど
も
時
代 

―

子
、孫
た
ち
に
伝
え
た
い
戦
争
の
時
代

催し
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Reader'sSquare
読者の広場

　

か
ぶ
と
虫
は
こ
ち
ら
で
準
備
し
ま
す

の
で
、お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。３

位
ま
で
の
人
に
は
賞
状
と
メ
ダ
ル
を
授

与
し
ま
す
。
ま
た
、手
作
り
民
芸
品
の

展
示
や
簡
単
な
工
作
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り

ま
す
。

◆
日
時
／
７
月
19
日
㈰　

午
前
10
時

～
午
後
２
時（
※
雨
天
決
行
）

・
受
付
…
午
前
９
時
～
９
時
40
分（
※
か

第
３
回 

か
ぶ
と
虫
相
撲
大
会ぶ

と
虫
が
い
な
く
な
り
次
第
終
了
）

◆
場
所
／
吉
井
城
山
公
園

◆
対
象
／
４
歳
く
ら
い
～
小
学
生

◆
参
加
費
／
５
０
０
円（
雄
の
か
ぶ
と

虫
、虫
か
ご
、ゼ
リ
ー
付
き
）

◆
主
催
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
周
匝
地
区
の
環

境
美
化
を
進
め
る
会

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
森 

☎
０
９
０（
８
２
１
８
）１
３
５
７

催し

●お子さんの写真を大募集！
　「げんきッズ！あかいわ」では、3歳までのお子さん（8月・9月生ま
れ）の写真をお待ちしています。掲載を希望する人は①写真（返却
はありません） ②氏名（ふりがな） ③性別 ④生年月日 ⑤住所 ⑥
電話番号 ⑦FAX番号 ⑧メールアドレス ⑨保護者氏名 ⑩簡単な
コメント（30字程度） を添えてください。締め切りは7月15日㈬ま
でです。

［あて先］ 〒709-0898 赤磐市下市344 赤磐市役所秘書企画課
 E-mail／akaiwa_info@city.akaiwa.lg.jp

げんきッズ！あかいわ

権
ご ん だ い

代  真
し ん じ

志  くん

（山陽4）
平成24年6月2日生まれ

3歳になってまた
お兄ちゃんになったね！
これからも元気にいっぱい
遊んで友達いっぱい

作ってね！

お母さんの
美絵子さんから

溝
み ぞ ぐ ち

口  颯
そ う た

大  くん

（桜が丘東6）
平成26年6月15日生まれ

わが家のアイドルそうた！！
福士蒼太みたいなイケメンに

なってね♡（笑）

お母さんの
えりさんから

藤
ふ じ く ら

倉  泉
い ず み

水  ちゃん

（山陽6）
平成24年7月4日生まれ

兄ちゃんと一緒に
仲良く元気に
大きく育ってね♡

お母さんの
宏美さんから

飯
い い じ ま

島  大
や ま と

翔  くん

（桜が丘西1）
平成25年7月12日生まれ

お友達といっぱい
遊んで優しく元気でいてね！

カワイイ笑顔を
ありがとう☆

お父さんの
康友さんから

　

山
陽
ラ
テ
ン
バ
ン

ド
は
、１
月
11
日
に

西
山
公
民
館
で
第
26

回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

ま
し
た
。こ
の
日
は
、

大
勢
の
皆
さ
ん
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、多

く
の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。こ
の

募
金
は
、赤
磐
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

全
額
寄
付
し
て
い
ま
す
。ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、山
陽
ラ
テ
ン
バ
ン
ド
で
は
、音

楽
好
き
の
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
山
陽
ラ
テ
ン
バ
ン
ド　

河
田

　

☎
０
９
０（
３
７
４
６
）３
６
８
５

山
陽
ラ
テ
ン
バ
ン
ド

投稿

◆
日
時
／
７
月
25
日
㈯

　

午
後
６
時
～
９
時

※
雨
天
の
場
合
は
26
日
㈰

◆
場
所
／
弥
生
公
園（
山
陽
２
丁

目
）

◆
内
容
／
地
元
保
育
園
児
・
幼
稚

園
児
・
小
学
生
に
よ
る
イ
ベ
ン

ト
、子
ど
も
と
う
ろ
う
の
作
品

展
示
、盆
踊
り
、焼
き
そ
ば
・
焼

き
鳥
・
か
き
氷
・
ジ
ュ
ー
ス
な
ど

の
模
擬
店
、お
楽
し
み
抽
選
会

◆
主
催
／
山
陽
連
合
町
内
会

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
山
陽
連
合
町
内
会
会
長

　

藤
森
勝
志

　

☎
０
８
０（
１
６
３
９
）１
０
２
０

山
陽
夏
祭
り

催し

広報あかいわ（平成27年7月号）35



〒
709-0898 岡

山
県

赤
磐

市
下

市
344　

T
E

L.955-4770　
F

A
X

.955-1261
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
http://w

w
w

.city.akaiw
a.lg.jp

E
-m

ail  akaiw
a_info@

city.akaiw
a.lg.jp

編
集

・
発

行
／

赤
磐

市
役

所
・

秘
書

企
画

課

竜天天文台マスコット
「天太くん」

望遠鏡を使いながら、
スタッフの解説付きで

行う、土星や天の川などの
観察が好評です。

ぜひ一度、僕に会いに
来てください！

　赤磐市の北部、中勢実にある竜天天文台公園は、口径400㍉反射望遠鏡
を備えた天文台と、テントが18張できるキャンプ場からなっています。
　標高は500㍍近く、屋外観測場からは遠く瀬戸内海から大山まで見渡せ
るほか、市街地からの光の影響が少ないという星の観察には絶好の立地で、 
夏は満天の星を眺めながらのキャンプ、冬は宝石のような星の輝きを楽しむこ
とができます。
　天文台では、毎月、スタッフの解説付きで「無料観望会」を行ったり、公民

館や図書館と協力して、星の魅力をお伝えする天文教室や講座を開催したりしています。「たなばたのゆうべ」
などの楽しいイベントもあります。今年の夏はぜひ、〝星空〟に近づいてみませんか。

■７月の無料観望会
　・日時…７月４日㈯ 午後７～10時 
　・申し込み…不要　・持ち物…上着か長袖
■定期観望会
　・日時…毎週金・土曜日 午後７～10時
　※曇天などで観測できない場合は中止とします。
☆その他のイベントは、公民館や図書館のページで
　お知らせしていますのでご覧ください。

竜天天文台公園で
夏の星空を満喫してみませんか

●問い合わせ先／竜天天文台公園 ☎958-2321、吉井公民館 ☎954-1379

※竜天天文台公園は、金曜日午後3時～6時、土・日曜日午前9時～午後6時および開館時間中のみ対応可。平日（金曜日午
後以外）は吉井公民館へお問い合わせください。

北

　　畝南
（久米南町）

県道52号
久米南方面

　　　　　　　　　　　東出入口　
（平時は施錠、歩行者のみ通行可。　
自動車は西出入口へお廻り願います）

↑急斜面

←急斜面
杉林

森林

雑木林

竹林

竹林

西勢実
金勢大明神

トイレ

倉庫

炊事場

西出入口

雑木林

キャンプ場
（テントサイト）

広場
天文台 駐車場

貯水槽
↓
自動車はこちら
西出入口へ
↓

←　自動車は西出入口へ
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